
2021 年 4 月 25 日発行　年 3回発行　第 137 号

発行所　人文会

〒113‒0033　東京都文京区本郷 2‒20‒7　みすず書房内

編集協力　アジール・プロダクション

印刷　中央精版印刷株式会社

〈非売品〉

1 

15
分
で
読
む

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
後
二
百
年 

楠
田
悠
貴

18 

書
店
現
場
か
ら

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
書
店
イ
ベ
ン
ト 

　森
暁
子

24 

図
書
館
レ
ポ
ー
ト

 

図
書
館
か
ら
広
げ
る
電
子
書
籍 

花
田
一
郎

34 

編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ


 
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
と
宗
教
学 

水
野
柊
平

39 
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ


 

シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
と
人
文
学 

石
津
輝
真

137April 2021

2021年3月23日締め切り
『人文会ニュース』掲載

（H80×Ｗ50）

地球が
燃えている

46判・2860円

（税込価格）

気候危機が要請する革命のビジョン

otsukishoten.co.jp

気候崩壊から人類を救う
グリーン・ニューディールの提言

ナオミ・クライン 著
中野真紀子・関房江 訳

日本のSDGs
高橋真樹 著
それってほんとにサステナブル？

グレタ・トゥーンベリ氏、斎藤幸平氏推薦！

46判・1760円

「ロゴだけSDGs」になってませんか？

好評２刷

御茶の水書房

東京都文京区本郷５-３０-２０ ☎03（５６８４）０７５１

人文会ニュース　50x80
210209

震
災
復
興
と
生
き
が
い
の
社
会
学

│〈
私
的
な
る
問
題
〉か
ら
捉
え
る
地
域
社
会
の
こ
れ
か
ら

望
月
美
希
著

　
　

 

　
　
A
5
判
・三
〇
四
頁
・（
税
込
）八
五
八
〇
円

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
復
興
に
む
け
て
、被
災
地

域
復
興
か
ら
地
域
再
生
へ
。復
興
に
向
か
う
人
々
を
記
録
。

仮
設
住
宅

　
そ
の一〇
年

│
陸
前
高
田
に
お
け
る
被
災
者
の
暮
ら
し

宮
城
孝・山
本
俊
哉・神
谷
秀
美・陸
前
高
田
地
域
再
生
支
援

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
著  

　
　

菊
判
・三
六
二
頁
・（
税
込
）七
一
五
〇
円

日
本
の
災
害
史
上
前
例
が
な
い
長
期
に
及
ぶ
仮
設
住
宅
暮
ら
し
の
実
態
を

検
証
。研
究
者・実
務
家
に
よ
る
10
年
間
の
模
索
と
提
言
。

2021 年 4 月 25 日発行　年 3回発行　第 137 号

発行所　人文会

〒113‒0033　東京都文京区本郷 2‒20‒7　みすず書房内

編集協力　アジール・プロダクション

印刷　中央精版印刷株式会社

〈非売品〉

1 

15
分
で
読
む

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
後
二
百
年 

楠
田
悠
貴

18 

書
店
現
場
か
ら

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
書
店
イ
ベ
ン
ト 

　森
暁
子

24 

図
書
館
レ
ポ
ー
ト

 

図
書
館
か
ら
広
げ
る
電
子
書
籍 

花
田
一
郎

34 

編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ


 
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
と
宗
教
学 

水
野
柊
平

39 
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ


 

シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
と
人
文
学 

石
津
輝
真

137April 2021

2021年3月23日締め切り
『人文会ニュース』掲載

（H80×Ｗ50）

地球が
燃えている

46判・2860円

（税込価格）

気候危機が要請する革命のビジョン

otsukishoten.co.jp

気候崩壊から人類を救う
グリーン・ニューディールの提言

ナオミ・クライン 著
中野真紀子・関房江 訳

日本のSDGs
高橋真樹 著
それってほんとにサステナブル？

グレタ・トゥーンベリ氏、斎藤幸平氏推薦！

46判・1760円

「ロゴだけSDGs」になってませんか？

好評２刷

御茶の水書房

東京都文京区本郷５-３０-２０ ☎03（５６８４）０７５１

人文会ニュース　50x80
210209

震
災
復
興
と
生
き
が
い
の
社
会
学

│〈
私
的
な
る
問
題
〉か
ら
捉
え
る
地
域
社
会
の
こ
れ
か
ら

望
月
美
希
著

　
　

 

　
　
A
5
判
・三
〇
四
頁
・（
税
込
）八
五
八
〇
円

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
復
興
に
む
け
て
、被
災
地

域
復
興
か
ら
地
域
再
生
へ
。復
興
に
向
か
う
人
々
を
記
録
。

仮
設
住
宅

　
そ
の一〇
年

│
陸
前
高
田
に
お
け
る
被
災
者
の
暮
ら
し

宮
城
孝・山
本
俊
哉・神
谷
秀
美・陸
前
高
田
地
域
再
生
支
援

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
著  

　
　

菊
判
・三
六
二
頁
・（
税
込
）七
一
五
〇
円

日
本
の
災
害
史
上
前
例
が
な
い
長
期
に
及
ぶ
仮
設
住
宅
暮
ら
し
の
実
態
を

検
証
。研
究
者・実
務
家
に
よ
る
10
年
間
の
模
索
と
提
言
。



 

傳田健三 著　なぜ大人になるまで障害は見落
とされてきたのだろうか？大人の発達障害に
悩む患者の実態と特徴、適切な診断と対応―
心理教育、二次障害の治療、薬物・精神療法、
リハビリテーション―の全てを網羅。 2640 円

ガ ブ リ エ ル・ Ａ・ ラ ド ヴ ァ ン ス キ ー 著　
川﨑惠里子 監訳　基礎研究と理論から、日常
生活での応用的側面まで記憶研究の基本ト
ピックを幅広くカバー。この一冊で医学、法学、
教育学等関連分野でも活用できる。 9900 円

診断、治療、そして認知機能リハビリテーションへ

基礎と応用

日本心理療法統合学会 監修 杉原保史・福島哲夫 編
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1

は
じ
め
に

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
最
大
の
功
績
は
何
か
？
　
こ
う
問
わ
れ
た
と

き
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
。
数
々
の
戦
い
に

勝
利
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
を
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
だ

ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
自
由
主
義
の
新
し

い
時
代
を
も
た
ら
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
は
民

法
典（
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
）こ
そ
未
来
永
劫
と
続
く
最
大
の
功
績
だ
と

述
べ
て
い
る1

＊

。
近
代
国
家
の
礎
を
築
い
た
と
答
え
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
し
、
革
命
の
混
乱
を
収
束
さ
せ
た
こ
と
だ
と
考
え
る

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
に
様
々
な
答
え
が
返
っ
て
き
そ
う
だ
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
は
数
々
の
功
績
を
あ
げ
、
ひ
と
つ
の
時
代（
ナ
ポ
レ
オ
ン

時
代
）を
形
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
歴
史
家
パ
ト
リ
ス
・
ゲ
ニ
フ
ェ

は
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
伝
記
『
ボ
ナ
パ
ル
ト
』
の
序
文
で
、

〈
彼
の
伝
記
〉
と
〈
彼
の
時
代
の
歴
史
〉
を
区
別
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
指
摘
し
て
い
る2

＊

。
つ
ま
り
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
世
界
を
ど

の
よ
う
に
変
え
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
あ
る
程
度
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
生
き
た
時
代
に
世
界
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の

か
？
」
と
問
う
に
等
し
い
わ
け
だ
。
世
界
の
偉
人
で
お
馴
染
み
の

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
や
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
は
、
性
質
が
異

な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
生
涯

は
、
五
十
一
年
間
と
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
に

世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の
変
化
は
、
政
治
、
戦
争
、
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
だ
。
シ
ャ
ト
ブ
リ
ア

ン
は
、「
こ
の
四
半
世
紀
﹇
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
﹈

楠
田
悠
貴 （
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
）

｜
15
分
で
読
む
｜

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
後
二
百
年



2

は
数
世
紀
に
匹
敵
す
る
」
と
記
し
て
い
る3

＊

。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
財
団
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
後
二
百
年
に
当
た
る
今

年
二
〇
二
一
年
を
「
ナア

ネ

・

ナ

ポ

レ

オ

ン

ポ
レ
オ
ン
・
イ
ヤ
ー
」
と
銘
打
ち
、
ゆ
か

り
の
あ
る
場
所
を
中
心
に
、
展
示
会
や
記
念
式
典
な
ど
毎
月
い
く

つ
も
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
開
催
し
て
い
る4

＊

。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
各

県
は
も
ち
ろ
ん
、
生
地
コ
ル
シ
カ
島
や
晩
年
を
過
ご
し
た
英
領
セ

ン
ト
＝
ヘ
レ
ナ
島
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
最
後
の
敗
北
を
喫
し
た
ベ
ル

ギ
ー
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
、
大

グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

陸
軍（
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
）
の
退
役
兵
が

独
立
戦
争
を
戦
っ
た
チ
リ
な
ど
、
ま
さ
に
世
界
規
模
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
彼
の
死
か
ら
二
百
周
年
を
目
前
に
、
そ
の

生
涯
と
遺
産
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

コ
ル
シ
カ
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ
・
ブ
オ
ナ
パ
ル
テ

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ど
れ
ほ
ど
の
手
腕
を
持
ち
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

野
望
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
者
に

な
っ
た
の
は
、
か
な
り
の
程
度
状
況
の
産
物
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も

彼
は
生
粋
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
い
。
コ
ル
シ
カ
島
の
ア
ジ
ャ
ク

シ
オ
生
ま
れ
で
あ
る
。
コ
ル
シ
カ
島
は
、
彼
が
生
ま
れ
る
前
年
の

一
七
六
八
年
に
イ
タ
リ
ア
半
島
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
国
か
ら
フ
ラ

ン
ス
へ
と
委
譲
さ
れ
、
独
立
の
機
運
が
燻
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
母
語
は
イ
タ
リ
ア
語
に
近
い
コ
ル
シ
カ
語
で
あ
り
、

若
い
頃
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ
・
ブ
オ
ナ
パ
ル
テ
」
と
綴
っ
て
い
た
。

彼
が
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
航
っ
た
の
は
一
七
七
九
年
、
彼
が
九
歳
の

と
き
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
帰
順
し
た
父
の
意
向
だ
が
、
コ
ル
シ

カ
の
青
年
は
イ
タ
リ
ア
半
島
に
留
学
す
る
と
い
う
伝
統
か
ら
見
れ

ば
型
破
り
だ
っ
た
。
コ
ル
シ
カ
語
訛
り
の
青
年
は
「
よ
そ
者
」
と

し
て
揶
揄
わ
れ
、
ブ
リ
エ
ン
ヌ
兵
学
校
、
パ
リ
士
官
学
校
で
は
孤

立
し
た
学
生
時
代
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
七
八
五
年
十
一
月
、

士
官
学
校
を
卒
業
し
た
彼
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
の
ラ
・
フ
ェ
ー
ル
砲

兵
連
隊
に
配
属
さ
れ
、
退
屈
な
実
地
訓
練
を
積
み
な
が
ら
、
読
書

と
執
筆
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
し
た
。
当
時
、
ボ
ナ
パ
ル
ト

は
ま
だ
自
分
が
コ
ル
シ
カ
人
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
頃

執
筆
し
た
『
コ
ル
シ
カ
史
』
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
島
の
占

領
を
糾
弾
し
、
ま
た
革
命
前
夜
の
手
紙
か
ら
独
立
運
動
の
指
導
者

パ
ス
ク
ワ
ー
レ
・
パ
オ
リ（
パ
ス
カ
ル
・
パ
オ
リ
）
を
英
雄
視
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
が
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
統
治

者
、
な
い
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
者
に
な
ろ
う
と
は
、
ま
だ
誰
も
予

想
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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ボ
ナ
パ
ル
ト
の
運
命
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
一
七
八
九
年
に

勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
貴
族
将
校
の
亡

命
が
相
次
い
で
将
校
の
ポ
ス
ト
が
空
い
た
う
え
に
、
革
命
戦
争
が

始
ま
る
と
実
戦
能
力
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
彼
が
出
世

す
る
道
が
開
け
た
。
コ
ル
シ
カ
島
で
は
、
一
七
九
〇
年
夏
に
パ
オ

リ
が
亡
命
先
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
還
し
て
県
行
政
府
首
長
に
就
任

し
、
独
立
問
題
が
再
燃
し
た
。
革
命
を
支
持
し
、
た
び
た
び
帰
省

し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
で
あ
っ
た
が
、
パ
オ
リ
や
島
民
た
ち
は
革
命
の

過
激
化
に
と
も
な
っ
て
革
命
に
批
判
的
に
な
り
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
と

の
亀
裂
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
七
九
三
年
四
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
弟
リ
ュ
シ
ア
ン
の
告
発
に
基
づ
い
て
国
民
公
会
が
親
英
派
パ
オ

リ
の
召
喚
を
決
定
し
た
こ
と
で
、
つ
い
に
島
の
大
多
数
を
占
め
る

パ
オ
リ
派
の
住
民
が
ボ
ナ
パ
ル
ト
家
の
屋
敷
を
襲
撃
し
た
。
ボ
ナ

パ
ル
ト
一
家
は
島
を
脱
出
し
、
六
月
に
地
中
海
沿
岸
の
都
市
ト
ゥ

ロ
ン
に
た
ど
り
着
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
生

き
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
で
あ
ろ
う
。

一
七
八
九
年
か
ら
三
度
も
コ
ル
シ
カ
に
帰
省
し
て
い
た
が
、
こ
れ

以
降
、
一
七
九
九
年
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
帰
還
時
に
立
ち
寄
っ
た

の
を
除
い
て
、
二
度
と
コ
ル
シ
カ
の
土
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ボ
ナ
パ
ル
ト
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ

　
一
七
九
三
年
十
二
月
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
国
民
公
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
議
員
団
に
よ
っ
て
砲
兵
隊
司
令
官
に
任
命
さ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
軍
に
占
領
さ
れ
た
ト
ゥ
ロ
ン
港
を
奪
還
す
る
功
績
を
あ

げ
、
二
十
四
歳
の
若
さ
で
准
将
に
昇
級
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ル

ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
の
際
に
は
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ー
ル（
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
弟
）
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
一
時
的

に
拘
束
さ
れ
た
が
す
ぐ
に
釈
放
さ
れ
、
一
七
九
五
年
十
月
五
日

（
葡
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル

萄
月
十
三
日
）に
彼
の
名
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
国
民
公
会

議
員
ポ
ー
ル
・
バ
ラ
ス
の
副
官
に
指
名
さ
れ
て
王
党
派
の
蜂
起
鎮

圧
の
指
揮
を
と
り
、
パ
リ
の
街
中
で
広
範
囲
に
被
害
の
及
ぶ
ぶ
ど

う
弾
を
放
つ
と
い
う
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
胆
な
行
動
で
こ

れ
を
な
し
遂
げ
、「
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
将
軍
」
と
し
て
取
り
沙

汰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く
新
政
府
の
総
裁
の
一
人
と
な
っ

た
バ
ラ
ス
は
、
一
七
九
六
年
三
月
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
イ
タ
リ
ア
方

面
軍
最
高
司
令
官
の
大
役
を
命
じ
、
彼
は
バ
ラ
ス
の
愛
人
の
一
人

で
あ
っ
た
未
亡
人
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ（
本
名
マ
リ
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
＝
ロ
ー

ズ
）
と
結
婚
し
て
か
ら
出
征
し
た
。
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
ロ
ー
デ
ィ
や
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リ
ヴ
ォ
リ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
勝
利
を
収
め
、
カ
ン
ポ
＝
フ
ォ

ル
ミ
オ
の
和
約
を
結
ん
で
第
一
次
対
仏
大
同
盟
戦
争
を
終
結
さ
せ

る
大
活
躍
を
収
め
た
。
莫
大
な
戦
利
品（
美
術
品
）
と
賠
償
金
を
フ

ラ
ン
ス
に
も
た
ら
し
、
一
七
九
七
年
十
二
月
の
パ
リ
帰
還
で
は

「
英
雄
」
と
し
て
歓
呼
で
迎
え
ら
れ
た
。
一
七
九
八
年
五
月
、
今

度
は
イ
ギ
リ
ス
の
交
易
路
を
断
つ
べ
く
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
の

エ
ジ
プ
ト
に
遠
征
し
た
。
七
月
ギ
ザ
で
マ
ム
ル
ー
ク
軍
に
勝
利
を

収
め
た
が（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
戦
い
）、
翌
月
ホ
レ
ー
シ
ョ
・
ネ
ル
ソ
ン

麾
下
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
ア
ブ
キ
ー
ル
湾
に
停
泊
中
の
フ
ラ
ン
ス

艦
隊
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た（
ナ
イ
ル
の
海
戦
）。
そ
の
後
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
参
戦
と
ペ
ス
ト
の
流
行
で
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
戦
役
に

手
こ
ず
っ
て
い
た
が
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
国
内
の
政
情
不
安
の
報
を

受
け
、
一
七
九
九
年
十
月
に
部
隊
を
残
し
た
ま
ま
パ
リ
に
戻
っ
た
。

彼
は
オ
リ
エ
ン
ト
の
覇
者
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
が
、
残
さ
れ
た
部

隊
は
後
に
敗
北
し
て
い
る
。

　
一
七
九
九
年
霧

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル月
十
八
日（
十
一
月
九
日
）、
エ
ジ
プ
ト
か
ら

帰
国
し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、『
第
三
身
分
と
は
何
か
』
の
著
者
と

し
て
知
ら
れ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
シ
ィ
エ
ス
の
ク
ー

デ
タ
計
画
に
参
加
し
て
総
裁
政
府
を
打
倒
し
、
軍
事
力
を
背
景
に

彼
を
押
し
の
け
て
新
政
府
の
第
一
統
領
に
就
任
し
た
。
ボ
ナ
パ

ル
ト
は
政
治
家
の
領
域
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
い
き
な
り
そ
の
頂
点
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
彼

は
三
十
歳
だ
っ
た
。
新
憲
法
を
人
民
投
票
に
か
け
承
認
を
得
て
革

命
の
終
結
を
宣
言
し
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
宗コ

ン
コ
ル
ダ

教
協
約
締
結
の
ほ
か
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
設
立
、
各
県
知
事
の
配
置
、
リ
セ（
中
等
教
育
機

関
）
の
創
設
、
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
の
創
設
な
ど
国
内
改

革
を
矢
継
ぎ
早
に
行
い
、
ヴ
ァ
ン
デ
反
乱
軍
と
の
講
和
や
亡エ

ミ
グ
レ

命
者

へ
の
恩
赦
な
ど
革
命
の
混
乱
を
収
束
に
向
か
わ
せ
た
。
こ
の
間

も
、
彼
は
第
二
次
イ
タ
リ
ア
遠
征
を
行
っ
て
、
一
八
〇
〇
年
六
月

に
マ
レ
ン
ゴ
の
戦
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
勝
利
し
、
一
八
〇
二

年
三
月
に
は
最
大
の
敵
イ
ギ
リ
ス
と
も
ア
ミ
ア
ン
の
和
約
を
結

び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
束
の
間
の
平
和
が
訪
れ
た
。
一
八
〇
二
年
八

月
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
再
び
人
民
投
票
を
行
っ
て
終
身
統
領
に
就
任

し
、
新
通
貨
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
・
フ
ラ
ン
の
発
行
、「
フ
ラ
ン
ス
人

の
民
法
典
」（
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
）
の
公
布
な
ど
で
国
家
制
度
を
整
え

た
。
そ
し
て
一
八
〇
四
年
五
月
、
人
民
投
票
を
経
て
「
フ
ラ
ン
ス

人
の
皇
帝
」
に
就
任
し
た
。
こ
れ
以
降
、
彼
は
「
ボ
ナ
パ
ル
ト
」

で
は
な
く
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン（
一
世
）」
と
呼
ば
れ
る
。
十
二
月
に

は
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
を
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
に
呼
び
つ
け
て
、
自

ら
の
手
で
自
ら
の
頭
上
に
戴
冠
し
た
。
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
と
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は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世

　
皇
帝
と
な
っ
て
か
ら
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
戦
争
を
や
め
な
か
っ

た
。
一
八
〇
五
年
十
二
月
、
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
で
ロ
シ
ア
皇
帝

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世

（
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ツ
二
世
）
を
打
ち
負
か
し
、
翌
年

七
月
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
解
体
し
て
ラ
イ
ン
連
邦
を
設
立
し
た
。

こ
れ
を
脅
威
と
み
た
プ
ロ
イ
セ
ン
を
十
月
イ
エ
ナ
・
ア
ウ
エ
ル

シ
ュ
テ
ッ
ト
で
撃
破
し
、
一
八
〇
七
年
六
月
に
は
フ
リ
ー
ト
ラ
ン

ト
で
ロ
シ
ア
軍
を
、
一
八
〇
九
年
七
月
に
は
ヴ
ァ
グ
ラ
ム
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
軍
を
打
ち
負
か
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
征
服
地
に
次
々

と
傀
儡
政
権
を
樹
立
し
て
兄
弟
や
元
帥
を
王
位
に
就
け
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
部
分
を
支
配
下
に
置
い
た
。
陸
上
で
は
連
勝
を
重
ね

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
っ
た
が
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
は
ど
う
し
て
も
手

を
出
せ
な
か
っ
た
。
一
八
〇
五
年
十
月
、
ネ
ル
ソ
ン
麾
下
の
イ
ギ

リ
ス
海
軍
が
ス
ペ
イ
ン
の
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
岬
沖
で
フ
ラ
ン
ス
・

ス
ペ
イ
ン
連
合
艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
て
い
る
。
一
八
〇
六
年
十
一
月

に
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
大
陸
封
鎖
令
を
発
し
て
同
盟
国
と
イ
ギ
リ
ス

の
交
易
を
禁
じ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
産
業
が
イ
ギ
リ
ス
に
取
っ
て
代

わ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
各
国
の
離
反
を
招
い
た
。
ま
た
、
嫡
子
の

で
き
な
か
っ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
と
離
婚
し
、
一
八
一
〇
年
春
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
女
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ（
マ
リ
・
ル
イ
ー
ズ
）と
結

婚
し
た
。
翌
年
に
は
皇
帝
の
期
待
通
り
、
世
継
ロ
ー
マ
王（
ナ
ポ

レ
オ
ン
二
世
）が
生
ま
れ
た
。

　
一
八
一
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
は
最
大
版
図
に
到
達
し
た
が
、

彼
の
権
力
基
盤
は
も
っ
ぱ
ら
軍
事
的
威
光
に
依
拠
し
て
い
た
。
帝

国
は
そ
れ
を
失
っ
た
瞬
間
、
瞬
く
間
に
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。

一
八
〇
八
年
以
降
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
兄
ジ
ョ
ゼ
フ（
ホ
セ
一
世
）
の

ス
ペ
イ
ン
王
就
任
に
憤
慨
し
た
ス
ペ
イ
ン
民
衆
の
ゲ
リ
ラ
抵
抗
に

手
を
焼
い
て
い
た
が（
半
島
戦
争
）、
最
大
の
転
機
は
ロ
シ
ア
遠
征

の
失
敗
で
あ
っ
た
。
一
八
一
二
年
六
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
大
陸
封

鎖
令
へ
の
違
反
に
報
い
る
べ
く
約
六
十
万
の
軍
隊
を
率
い
て
出
征

し
、
ボ
ロ
デ
ィ
ノ（
モ
ス
ク
ワ
川
）
の
戦
い
で
甚
大
な
被
害
を
被
り

な
が
ら
か
ろ
う
じ
て
モ
ス
ク
ワ
に
入
城
し
た
も
の
の
、
モ
ス
ク
ワ

の
大
火
に
よ
っ
て
凍
て
つ
く
寒
さ
と
食
糧
難
の
な
か
す
ぐ
に
撤
退

せ
ざ
る
を
得
ず
、
最
終
的
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
数
万
人
だ
っ

た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
苦
戦
を
聞
い
た
各
国
は
、
再
び
対
仏
大
同
盟

を
結
成
し
て
立
ち
上
が
り
、
一
八
一
三
年
十
月
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
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彼
を
打
ち
負
か
し（
諸
国
民
の
戦
い
）、
翌
年
一
月
パ
リ
へ
と
進
ん

だ
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
退
位
し
て
エ
ル
バ
島
へ
と
流
さ
れ
、
五
月
ル

イ
十
八
世
が
亡
命
先
か
ら
帰
還
す
る
こ
と
で
、
約
二
十
二
年
ぶ
り

に
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
が
復
古
し
た
。

　
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
物
語
は
エ
ル
バ
島
で
終
わ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
混
乱
を
収
束
さ
せ
る
べ
く
、

各
国
の
代
表
が
ウ
ィ
ー
ン
に
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
て
い
る
さ
な
か
、

一
八
一
五
年
二
月
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
エ
ル
バ
島
を
脱
出
し
、
軍
勢
を

形
成
し
な
が
ら
パ
リ
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
ル

イ
十
八
世
は
再
び
逃
亡
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
名
望
家
の
支
持
を
得

る
べ
く
自
由
主
義
的
な
帝
国
憲
法
付
加
条
項
を
制
定
し
た
が
、
六

月
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
で
対
仏
大
同
盟
軍
に
敗
北
を
喫
し
た
。
今
度

は
二
度
と
帰
国
で
き
な
い
よ
う
に
、
南
大
西
洋
に
浮
か
ぶ
絶
海
の

孤
島
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ
ナ
島
へ
流
さ
れ
た
。
こ
の
束
の
間
の
復
帰
は
、

「
百
日
天
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

死
か
ら
伝
説
へ

　
一
八
二
一
年
五
月
五
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
英
領
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ

ナ
島
で
五
十
一
年
間
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
死
因
は
父
親
と
同
じ
胃

癌
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
毒
殺
を
支
持
す
る
声
も
根
強
く
、

今
日
に
至
る
ま
で
様
々
な
噂
が
絶
え
な
い
。
ま
た
実
際
は
生
き
て

い
る
と
い
う
噂
も
あ
り
、
十
九
世
紀
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
本
人
と
称

す
る
人
物
が
た
び
た
び
現
れ
た
。

　
ブ
ル
ボ
ン
復
古
王
政
に
と
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
敵
で
あ
り
、
と

り
わ
け
百
日
天
下
の
加
担
者
は
国
外
追
放
の
対
象
と
さ
れ
た
。
フ

ラ
ン
ス
社
会
全
体
を
見
て
も
、
戦
禍
の
直
後
に
は
「
人
喰
い
鬼
」

な
ど
、
彼
に
批
判
的
な
言
説
・
イ
メ
ー
ジ
が
目
立
っ
た
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
甚
大
な
人
的
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
敗
北
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
死
後
、
そ
の
偉
大
さ
を
讃
え
る
「
ナ
ポ

レ
オ
ン
伝
説
」
が
民
衆
や
リ
ベ
ラ
ル
派
の
エ
リ
ー
ト
の
な
か
に
浸

透
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
侍
従

ラ
ス
・
カ
ー
ズ
が
島
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
語
り
を
記
録
し
た
『
セ
ン

ト
＝
ヘ
レ
ナ
回
想
録
』（
一
八
二
三
年
刊
行
）
で
あ
る
。（
紙
の
上
で
は
）

哀
れ
な
流
刑
生
活
を
送
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
同
情
を
集
め
る
と
と

も
に
、
単
に
軍
人
と
し
て
で
は
な
く
「
革
命
の
子
」
と
し
て
の
解

放
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
流
布
し
、
反
動
的
な
政
治
体
制
に
不
満
を
持

つ
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
大
き
な
共
感
を
呼
ん
だ
。
こ
う
し
て
、
ボ

ナ
パ
ル
ト
家
の
帝
位
復
活
を
目
指
す
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
が
フ
ラ

ン
ス
で
台
頭
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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一
八
三
〇
年
、
七
月
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、
オ
ル
レ
ア

ン
家
の
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
国
王
に
戴
く
七
月
王
政
は
、
自

身
の
正
統
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
共
和
派
、
正
統
王
朝
派（
ブ

ル
ボ
ン
派
）、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
三
者
を
そ
れ
ぞ
れ
満
足
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
い
立
場
に
あ
っ
た
。
ボ
ナ
パ
ル
ト
派

に
対
し
て
は
、
騒
擾
に
発
展
し
な
い
よ
う
に
抑
制
し
つ
つ
、
ヴ
ァ

ン
ド
ー
ム
広
場
の
記
念
柱
へ
の
皇
帝
像
の
再
設
置（
一
八
三
三
年
）、

エ
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
凱
旋
門
の
完
成（
一
八
三
六
年
）、
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
遺
骸
の
帰
還（
一
八
四
〇
年
）
な
ど
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が

結
果
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
熱
を
高
め
た
と
さ
れ
る
。
す
で
に
ナ
ポ

レ
オ
ン
一
世
の
実
子
ラ
イ
ヒ
シ
ュ
タ
ッ
ト
公（
ナ
ポ
レ
オ
ン
二
世
）は

死
に
彼
自
身
の
子
孫
は
途
絶
え
て
い
た
が
、
第
一
帝
政
崩
壊
以
降

国
外
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
甥
の
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ

ラ
ン
ス
の
君
主
と
な
る
こ
と
を
夢
見
て
二
度
反
乱
を
起
こ
し
失
敗

し
て
い
た
。
彼
が
脱
獄
と
国
外
逃
亡
の
後
、
一
八
四
八
年
の
二
月

革
命
に
際
し
て
帰
国
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
議
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
は
、
一
八
四
八
年
十
二
月
の
選
挙
で
圧
勝
し
て
大
統
領

と
な
り
、
一
八
五
一
年
十
二
月
に
は
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
、
翌
年

人
民
投
票
で
の
圧
勝
を
経
て
皇
帝
に
就
任
し
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ

語
訛
り
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
、
ほ
と
ん
ど
地
盤
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
だ
が
、
主
に
農
民
層
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
た
軍
事

的
・
政
治
的
救
世
主
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
へ
の
追
憶
が
、

フ
ラ
ン
ス
を
も
う
一
度
帝
政
に
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
伯
父
と

同
じ
十
二
月
二
日
に
戴
冠
す
る
な
ど
伯
父
の
威
光
を
利
用
し
た
も

の
の
、
伯
父
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
か
、
在
位
中

に
は
そ
こ
ま
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
称
揚
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
七
〇
年
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
手
腕
に
圧
倒
さ
れ
た
彼
は
普

仏
戦
争
中
に
ス
ダ
ン
で
捕
虜
と
な
り
、
第
二
帝
政
は
あ
っ
け
な
く

崩
壊
し
た
。
そ
の
後
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
家
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
退

い
て
い
き
、
今
日
彼
ら
が
再
び
歴
史
を
大
き
く
動
か
す
こ
と
は
、

あ
ま
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
実
像
？

　
で
は
、
い
っ
た
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
と
は
ど
の
よ
う

な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
難
し
い
問
い
だ
。
彼
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
多
く
、
そ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
矛
盾

す
る
か
ら
だ
。「
語
ら
れ
た
こ
と
す
べ
て
を
信
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、

一
人
で
は
な
く
、
二
、三
人
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
存
在
し
た
と
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
十
分
に
裏
づ
け
の
と
れ
た
も
の
だ
け
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を
認
め
る
な
ら
ば
、
一
人
も
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
エ
ー
ト
リ
ー

の
言
葉
が
、
多
く
を
物
語
っ
て
い
る5

＊

。
ま
た
、
絵
画
も
あ
ま
り
信

用
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
は
五
千
を
超
え
る
彼
の
版

画
を
保
管
し
て
い
る
が
、
写
真
の
よ
う
に
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
捉

え
よ
う
と
し
た
も
の
は
な
く
、
政
治
的
意
図
を
持
っ
て
描
か
れ
た

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
表
象
を
分
析
し
た
美
術
史

家
ア
ル
マ
ン
・
ダ
イ
ヨ
は
、「
ど
う
し
て
も
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
描
い

た
肖
像
画
の
ほ
と
ん
ど
が
、
謎
に
満
ち
た
仮
面
を
被
っ
た
こ
の
人

物
と
似
通
っ
て
い
な
い
絵
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る6

＊

。
そ
も
そ
も

ジ
ャ
ン
・
チ
ュ
ラ
ー
ル（
現
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
会
員
、
パ
リ
＝
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
名
誉
教
授
）
が
現
れ
る
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
実
証
主
義
歴
史
学
の
主
た
る
研
究
対
象
で
は
な
か
っ
た
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
実
像
に
迫
る
難
し
さ
の
最
大
の
理
由
は
、
彼
自

身
が
情プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ

報
操
作
に
心
血
を
注
い
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
ナ
ポ

レ
オ
ン
と
聞
け
ば
、
多
く
の
日
本
人
が
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ル
イ
・
ダ

ヴ
ィ
ド
が
描
い
た
グ
ラ
ン
＝
サ
ン
＝
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
る
勇

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
は

創
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
。
ダ
ヴ
ィ
ド
は
、
実
際
は
ラ
バ

で
難
儀
し
た
ア
ル
プ
ス
越
え
を
、
白
馬
で
颯
爽
と
登
る
将
軍
と
し

て
描
き
、
左
手
前
の
岩
に
名
前
が
刻
ま
れ
た
カ
ー
ル
大
帝
や
ハ
ン

ニ
バ
ル
の
ア
ル
プ
ス
越
え
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る
。
半
世
紀
後

に
ポ
ー
ル
・
ド
ラ
ロ
シ
ュ
が
描
い
た
絵
画
と
比
べ
れ
ば
、
違
い
は

歴
然
で
あ
る
。
皇
帝
就
任
後
も
、
自
身
の
政
治
的
栄
光
を
称
揚
す

べ
く
ダ
ヴ
ィ
ド
を
主
席
画
家
に
任
命
し
、
聖
別
式（
戴
冠
式
）
の
様

子
を
描
か
せ
る
こ
と
で
世
襲
君
主
と
し
て
印
象
付
け
た
が
、
こ
の

作
品
に
つ
い
て
も
、
母
レ
テ
ィ
ツ
ィ
ア
が
出
席
し
て
い
た
か
の
よ

う
に
描
か
れ
る
な
ど
史
実
に
反
す
る
点
が
複
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ダ
ヴ
ィ
ド
の
弟
子
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
＝
ジ
ャ
ン
・
グ
ロ
は
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
ヤ
ッ
フ
ァ
の
ペ
ス
ト
患
者
に
触
れ
る
姿
を
描
き
、
彼

が
歴
代
フ
ラ
ン
ス
王
と
同
じ
よ
う
に
病
気
を
治
癒
す
る
神
秘
的
な

能
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
せ
て
い
る
。
新
古
典
主
義
の
画
家
た

ち
は
、
他
に
も
戦
争
を
指
揮
す
る
勇
姿
や
現
人
神
の
ご
と
く
着

飾
っ
た
皇
帝
の
姿
を
描
い
て
お
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
神
格
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
ま
た
、
文
学
青
年
だ
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
帰

国
中
で
も
出
征
先
で
も
自
ら
筆
を
と
っ
て
喧
伝
活
動
を
行
っ
た
。

民
間
人
や
兵
士
に
無
料
で
配
布
さ
れ
た
『
イ
タ
リ
ア
方
面
軍
通

信
』
で
は
、
事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
巧
み
に
交
ぜ
な
が
ら
大
胆

な
自
己
賛
美
を
行
っ
て
、
勝
利
に
導
く
天
才
的
指
揮
官
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
て
い
る
。
彼
の
印
象
操
作
は
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ
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ナ
島
で
も
続
き
、
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
を
通
し
て
「
革
命
の
子
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ん
だ
。
エ
ジ
プ
ト
で
「
四
千
年
の
歴
史
が
諸
君

を
見
下
ろ
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
兵
士
を
鼓
舞
し
た
と
い
う
の
も
、

ラ
ス
・
カ
ー
ズ
の
本
が
初
出
だ
と
さ
れ
る7

＊

。

後
世
の
評
価

　
彼
自
身
の
印
象
操
作
が
奏
効
し
た
と
も
言
え
る
が
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
般
に
「
英
雄
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
、
お
お
よ
そ
肯
定
的
な
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
評

価
は
毀
誉
褒
貶
で
あ
る
。
い
ま
だ
に
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
被
征
服

地
で
批
判
的
な
意
見
が
根
強
い
と
言
わ
れ
、
独
裁
者
・
侵
略
者
と

し
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
反
対
に
、
列
強
に

分
割
さ
れ
消
滅
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
と
し

て
国
家
領
土
が
復
活
し
た
た
め
に
、
国
歌（「
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
の
マ

ズ
ル
カ
」）で
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
鼓
舞
さ
れ
る
さ
ま
を
歌
っ
て
い
る
し
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
仕
え
た
退
役
兵
た
ち
が
独
立
を
目
指
し
て
戦
っ
た

中
南
米
諸
国
は
い
ま
だ
に
大

グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

陸
軍
兵
士
を
追
悼
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
概
に
地
理
的
に
色
分
け
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ラ

ン
ス
国
内
で
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
賛
否
を
め
ぐ
る
論
争
が
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
元
首
相
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、

二
〇
一
四
年
に
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
悪
』
を
出
版
し
、
奴
隷
制
の
復

活
、
革
命
へ
の
背
信
、
独
裁
的
な
警
察
国
家
の
樹
立
、
女
性
の
権

利
の
制
限
、
そ
し
て
個
人
的
野
心
の
た
め
に
無
数
の
フ
ラ
ン
ス
人

の
命
と
国
益
を
犠
牲
に
し
た
と
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
糾
弾
し
た8

＊

。

と
り
わ
け
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
制
限
さ
れ
た
戦
争
で

は
な
く
、
大
量
徴
兵
を
行
っ
て
多
く
の
兵
を
捨
て
駒
に
す
る
戦

争
を
指
揮
し
た
司
令
官
と
し
て
、
約
百
万
人
の
フ
ラ
ン
ス
人（
約

五
百
万
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）の
命
の
責
任
を
問
う
声
は
い
ま
だ
に
や

ま
な
い
。
徴
兵
制
な
ど
は
革
命
戦
争
か
ら
の
連
続
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
総
力
戦
の
象
徴

で
あ
り
続
け
て
い
る
の
だ
。
彼
が
参
加
し
て
い
な
い
革
命
戦
争
も

含
め
て
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
独
裁
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
根
強
い
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
動
物
農
場
』（
一
九
四
五
年
）
は
ス

タ
ー
リ
ン
体
制
を
批
判
し
た
風
刺
小
説
だ
が
、
革
命
を
導
き
独
裁

者
と
な
る
豚
の
名
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
帝

政
期
に
は
言
論
の
自
由
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
出
版
や
演
劇
に
厳
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し
い
検
閲
が
か
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
八
〇
〇
年
十
二
月
二
十
四

日
の
暗
殺
未
遂
事
件
で
は
、
事
件
と
関
わ
り
の
な
い
急
進
共
和
派

の
人
々
が
国
外
追
放
に
処
さ
れ
、
一
八
〇
四
年
に
は
無
実
の
ア
ン

ギ
ャ
ン
公
が
処
刑
さ
れ
て
い
る
。

　
反
対
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
評
価
す
る
声
も
あ
る
。
一
九
六
九
年
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
生
誕
二
百
周
年
式
典
に
出
席
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ

ン
ピ
ド
ゥ
大
統
領
は
、
国
民
の
融
和
と
統
合
に
貢
献
し
、
多
く
の

国
家
制
度
を
打
ち
立
て
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
礎
を
築
い
た
と
し
て
ナ

ポ
レ
オ
ン
を
評
価
し
た
。
な
か
で
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
言
葉
通
り
、

民
法
典
が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
女
性
を
従
属
的
地
位
に

置
い
た
と
い
う
批
判
は
あ
る
が
、
法
の
前
の
平
等
、
私
的
所
有
権

の
絶
対
、
信
仰
の
自
由
、
人
身
の
自
由
、
労
働
の
自
由
な
ど
、
革

命
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
近
代
的
な
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
征

服
地
は
も
ち
ろ
ん
南
ア
メ
リ
カ
に
も
広
ま
り
、
明
治
時
代
に
は
お

雇
い
外
国
人
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
を
通
し
て
日
本
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
の
様
々
な
行
政
・
司
法
・

教
育
制
度
を
築
い
た
の
も
彼
で
あ
る
。
近
代
的
官
僚
制
度
、
県（
知

事
）制
度
、
破
棄
院
、
国
務
院
、
会
計
院
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
、
レ
ジ

オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
、
バ
カ
ロ
レ
ア
、
リ
セ（
高
等
学
校
）
な
ど
、

彼
が
遺
し
た
遺
産
は
、
今
な
お
フ
ラ
ン
ス
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
も
た
ら
し
た
変
化

　
も
ち
ろ
ん
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
も
た
ら
し
た
変
化
は
フ
ラ
ン
ス
国
内

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
地
図
に
及
ぼ
し

た
影
響
は
絶
大
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
約
百
万
人
も
の
将
兵
を

失
っ
た
末
に
敗
北
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
導
的
地
位
が

低
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
幾
度
も
勝
利
を

収
め
、
大
同
盟
軍
を
財
政
的
に
支
援
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
「
パ
ク

ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
繁
栄
を
誇
り
、
帝
国
主
義
進
出

の
先
頭
を
走
っ
て
い
く
。
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に

敗
北
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク

の
も
と
で
農
奴
解
放
や
内
閣
制
の
樹
立
な
ど
の
国
制
改
革
、
フ
ン

ボ
ル
ト
の
教
育
改
革
、
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
や
グ
ナ
イ
ゼ
ナ
ウ
の

軍
制
改
革
を
抜
本
的
に
遂
げ
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
な
き
あ
と
の
ド

イ
ツ
統
一
の
中
心
と
し
て
台
頭
し
て
い
く
土
台
を
築
い
た
。
さ
ら

に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
革
命
と

反
乱
の
時
代
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。「
正
統
主
義
」
を
掲
げ
る
反

動
的
な
ウ
ィ
ー
ン
体
制
が
抑
圧
を
繰
り
返
そ
う
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
自
由
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
求
め
る
新
た
な
時
代
へ
と
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突
入
し
て
い
っ
た
。
一
八
二
〇
年
、
ス
ペ
イ
ン
の
自
由
主
義
者
た

ち
は
、
復
古
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
に
対
し
て
蜂
起

し
、
半
島
戦
争
さ
な
か
の
一
八
一
二
年
に
制
定
さ
れ
た
カ
デ
ィ
ス

憲
法
を
一
時
的
に
復
活
さ
せ
た
。
同
憲
法
は
、
国
民
主
権
、
三
権

分
立
、
男
子
普
通
選
挙
、
出
版
の
自
由
を
保
障
し
た
も
の
で
、
自

由
主
義
者
た
ち
の
旗
印
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
カ

ル
ボ
ナ
リ（
炭
焼
党
）
に
よ
る
ナ
ポ
リ
立
憲
革
命（
一
八
二
〇
年
）、
ト

リ
ノ
立
憲
革
命（
一
八
二
一
年
）、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
シ
ア

皇
帝
に
対
す
る
反
乱（
一
八
三
一
年
）
な
ど
に
は
、
大

グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

陸
軍
の
退
役

兵
が
多
数
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で

は
、
一
八
二
五
年
十デ

カ
ー
ブ
リ

二
月
に
貴
族
将
校
た
ち（
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
）
が

皇ツ

ァ

ー

リ

ズ

ム

帝
専
制
主
義
の
打
倒
と
農
奴
解
放
を
求
め
て
反
乱
を
起
こ
し
た

が
、
彼
ら
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
打
倒
す
る
た
め

に
フ
ラ
ン
ス
ま
で
行
軍
し
、
西
欧
諸
国
の
自
由
主
義
思
想
に
触
れ
、

自
国
の
後
進
性
と
改
革
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
へ
の
影

響
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
戦
争
に
明
け

暮
れ
て
い
る
さ
な
か
、
米
英
戦
争（
一
八
一
二
―
一
八
一
五
年
）
で
イ

ギ
リ
ス
の
干
渉
を
跳
ね
除
け
た
。
こ
れ
以
降
、
西
欧
列
強
の
視

線
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
へ
と
向
け
ら
れ
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国

は
イ
ン
ド
の
支
配
に
本
腰
を
据
え
て
い
く
。
ま
た
、
中
米
の
ハ
イ

チ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
奴
隷
制
復
活
に
対
し
て
立
ち
上
が
り
、

一
八
〇
四
年
に
、
今
日
ま
で
続
く
史
上
初
の
黒
人
共
和
国
を
樹
立

し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
そ
の
他
の
中
南
米
諸
国
も
、
半
島
戦
争
に
よ
っ

て
宗
主
国
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
的
求
心
力
が
低
下
し
た
の
を
契
機
と

し
て
、
十
九
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
退

役
兵
が
参
加
し
て
次
々
と
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
。
他
に
も
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
す
る
東
地
中

海
世
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
、
新
総
督
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
の
も
と
で
近
代
化
を
遂
げ
、
一
八
三
〇
年
代

に
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
二
度
戦
っ
て
世
襲
支
配
権
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
革
命
の
解
放
理
念
や
民
族
独
立
の
機
運

が
波
及
し
て
セ
ル
ビ
ア
が
蜂
起
を
起
こ
し
た
り
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ギ
リ
シ
ャ
が
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

今
日
の
世
界
は
あ
る
程
度
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
産
な
の
で
あ
る
。

最
大
の
遺
産
？

　
民
法
典
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
遺
産
は
も
ち
ろ
ん
莫
大
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だ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
生
涯
こ
そ
彼
が
遺
し
た
最
大
の
遺
産
だ
と

述
べ
る
者
が
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ
ナ
島
で
「
我

が
人
生
は
な
ん
と
小
説
の
よ
う
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る

が9
＊

、
確
か
に
彼
は
世
界
中
の
多
く
の
作
品
に
題
材
を
提
供
し
て
き

た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
財
団
理
事
長
テ
ィ
エ
リ
・
レ
ン
ツ
は
、「
お
そ

ら
く
十
九
世
紀
を
代
表
す
る
文
学
者
す
べ
て
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を

題
材
と
し
た
作
品
を
書
い
て
い
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る10

＊

。
二
十

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
彼
の
伝
記
は
世
界
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に

書
か
れ
て
お
り
、『
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
』
の
作
者
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
の
四
つ
の

楽
章
に
合
わ
せ
て
彼
の
生
涯
を
描
い
た
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
交
響
曲
』

（
一
九
七
四
年
）
や
、
彼
が
影
武
者
を
立
て
て
セ
ン
ト
＝
ヘ
レ
ナ
島

を
脱
出
し
パ
リ
に
戻
る
と
い
う
設
定
を
し
た
シ
モ
ン
・
レ
イ
ス

の
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
死
』（
一
九
八
六
年
）
な
ど
が
日
本
語
に
翻
訳
さ

れ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
詠
ん
だ
詩
も
無
数
に
あ
る
が
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
最
大
の
詩
人
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
生
涯
と
詩
作
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
仕
え
た
将
軍
を
父
に
持
つ
ユ
ゴ
ー
は
、「
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場

の
記
念
柱
に
寄
せ
る
オ
ー
ド
」（
一
八
二
七
年
）
な
ど
一
世
に
い
く
つ

も
の
詩
を
捧
げ
、
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
統
領
就
任
を
後
押
し

し
た
が
、
彼
が
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
独
裁
色
を
強
め
る
と
反
対
に

転
じ
、
亡
命
先
か
ら
『
懲
罰
詩
集
』（
一
八
五
三
年
）
な
ど
を
書
い
て

批
判
し
続
け
た
。
ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
映
画
に
最
も
多
く
登
場

し
た
歴
史
上
の
人
物
だ
と
言
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
評
価
が
高
い
の

は
、
ア
ベ
ル
・
ガ
ン
ス
監
督
が
三
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
て
彼

の
半
生
を
描
い
た
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
』（
一
九
二
七

年
）で
あ
る
。
同
作
は
一
九
八
一
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・

コ
ッ
ポ
ラ
監
督
に
よ
っ
て
音
楽
演
奏
付
き
で
蘇
っ
た
。
巨
匠
ス
タ

ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
も
一
九
七
〇
年
頃
に
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
生
涯
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
て
徹
底
的
な
調
査
を
重
ね
た
が
、

残
念
な
が
ら
出
資
者
の
辞
退
な
ど
で
実
現
し
な
い
ま
ま
世
を
去
っ

て
い
る
。
数
年
前
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
が
遺

さ
れ
た
幻
の
脚
本
を
用
い
て
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
を
撮
影
し
よ
う
と

し
た
こ
と
が
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
近
い
将
来
日
の
目
を
見
る
か

も
し
れ
な
い
。
音
楽
で
は
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
《
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ソ

ナ
タ
》、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
》（
ヴ
ィ

ト
リ
ア
の
戦
い
）、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
序
曲
《
一
八
一
二
年
》

（
ロ
シ
ア
遠
征
）、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
《
五
月
五
日
》（
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

死
）
な
ど
、
西
洋
各
国
の
名
だ
た
る
作
曲
家
た
ち
が
様
々
な
テ
ー

マ
で
曲
を
制
作
し
て
い
る
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
皇
帝
就
任
の
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報
に
失
望
し
、《
ブ
オ
ナ
パ
ル
テ
》
か
ら
題
名
を
変
え
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
る
《
交
響
曲
第
三
番
　
英エ

ロ
イ
カ雄

》
が
最
も
有
名
だ
ろ
う
。

絵
画
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
神
格
化
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
ダ

ヴ
ィ
ド
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
、
グ
ロ
、
ア
ン
グ
ル
ら
新
古
典
主
義
の
画

家
た
ち
が
、
今
日
フ
ラ
ン
ス
を
世
界
一
の
観
光
大
国
に
す
る
の
に

貢
献
し
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
死
後
も
、
オ
ラ
ー
ス
・
ヴ
ェ
ル

ネ
が
ベ
ッ
ド
で
横
た
わ
る
死
の
姿
を
、
ポ
ー
ル
・
ド
ラ
ロ
シ
ュ
が

連
合
軍
が
パ
リ
に
進
軍
し
て
き
た
日
に
失
意
で
座
り
込
む
姿
を
描

く
な
ど
、
彼
は
様
々
な
テ
ー
マ
で
描
か
れ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
姿
に
魅
了
さ
れ
て
き
た
の
は
彫
刻
家
も
同
じ
で
あ
る
。
皮
肉
に

も
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
勝
利
者
の
邸
宅
跡
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
カ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
《
軍マ

ル
ス神
と

し
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
》
や
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館
に
石
膏
原
型
が
展

示
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ソ
ワ
・
リ
ュ
ー
ド
の
《
永
久
に
目
覚
め
る

ナ
ポ
レ
オ
ン
》
が
名
高
い
。
私
た
ち
が
よ
く
知
る
《
考
え
る
人
》

の
作
者
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
も
胸
像
を
制
作
し
て
お
り
、
長
ら

く
行
方
不
明
だ
っ
た
が
、
近
年
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
の
市
庁
舎
で
発
見
さ
れ
た
。
エ
ト
ワ
ー
ル
凱
旋
門
や
カ
ル
ー
ゼ

ル
凱
旋
門
な
ど
、
戦
い
を
描
い
た
レ
リ
ー
フ
も
数
多
く
残
っ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
文
化
遺
産
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
も
例
外
で
は

な
い
。
藤
本
ひ
と
み
の
歴
史
小
説
・
伝
記
に
親
し
ん
だ
人
、
城
山

三
郎
の
『
彼
も
人
の
子
ナ
ポ
レ
オ
ン

―
統
率
者
の
内
側
』
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
近
年
で
は
佐
藤
賢
一
が
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
生
涯
を
描
き
、
司
馬
遼
太
郎
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

『
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
』
の
続
編
と
な
る
池
田
理
代
子
の
『
栄
光

の
ナ
ポ
レ
オ
ン

―
エ
ロ
イ
カ
』
や
長
谷
川
哲
也
の
『
ナ
ポ
レ

オ
ン

―
獅
子
の
時
代
』
な
ど
、
少
女
漫
画
・
少
年
漫
画
の
両

方
の
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
宝
塚
歌
劇
団
百
周
年
の
二
〇
一
四
年

に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
眠
ら
な
い
男
・
ナ
ポ
レ
オ
ン

―
愛

と
栄
光
の
涯
に
』
が
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム

で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
と
り
わ
け
人
気
の
題
材
ら
し
く
、
若
い

世
代
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
化
こ
そ
が
フ
ラ

ン
ス
か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
最
も
有

名
な
歴
史
上
の
人
物
に
し
て
い
る
の
だ
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
憧
れ
る

少
年
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
の
運
命
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
女
性
、
元

帥
た
ち
の
布
陣
を
分
析
す
る
軍
人
や
軍
事
愛
好
家
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
政
治
手
腕
に
憧
れ
て
伝
記
を
書
く
政
治
家
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ミ

ス
テ
リ
ー
を
調
べ
る
歴
史
愛
好
家
等
々
、
彼
ら
は
皆
、
二
百
年
の

時
を
越
え
た
「
遺
産
相
続
人
」
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
そ
の
も
の
が
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最
大
の
遺
産
だ
と
い
う
考
え
に
も
一
理
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
シ
ャ
ト
ブ
リ
ア
ン
の
言
葉
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
生
き
て
い
る

と
き
に
は
、
世
界
を
獲
得
し
損
ね
た
。
死
ん
で
か
ら
世
界
を
手
に

し
た
」
と
い
う
の
は
、
文
化
面
で
こ
そ
正
鵠
を
射
て
い
る11

＊

。

お
わ
り
に

　
今
日
の
パ
リ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
記
憶
で
溢
れ
て
い
る
。
本

人
の
像
や
彼
自
身
の
名
を
冠
し
た
通
り
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

が
、
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
勝
利
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
エ
ト

ワ
ー
ル
凱
旋
門
や
カ
ル
ー
ゼ
ル
凱
旋
門
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
骸
が

安
置
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
像
を
掲
げ

る
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
、
十
二
の
戦
勝
地
の
名
が
刻
ま
れ
た
「
勝

利
の
噴
水
」
が
あ
る
シ
ャ
ト
レ
広
場
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
Ｎ
の

マ
ー
ク
が
刻
ま
れ
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
美
術
館
」
と
い
う
名
前
だ
っ

た
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、
大

グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

陸
軍
の
栄
光
を
称
え
る
べ
く
設
計
さ

れ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
な
ど
、
い
ま
な
お
世
界
中
の
人
々
を
魅

了
す
る
パ
リ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
リ
ヴ
ォ
リ
大
通
り
、
イ
エ

ナ
大
通
り
、
フフ

リ

ー

ド

ラ

ン

ド

リ
ー
ト
ラ
ン
ト
大
通
り
、
ヴ
ァ
グ
ラ
ム
大
通
り
、

ア
エ

ロ

イ
ラ
ウ
大
通
り
、
大

グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル
メ

陸
軍
大
通
り
、
ジ
ュ
ル
ダ
ン
大
通
り
、

ク
レ
ベ
ー
ル
大
通
り
、
ウユ

ル

ム
ル
ム
通
り
、
ママ

ラ

ン

ゴ

レ
ン
ゴ
通
り
、
ド
ゼ
通

り
、
アオ

ス

テ

ル

リ

ッ

ツ

ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
駅
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
駅
等
々
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
戦
場
や
軍
隊
、
将
軍
の
名
前
に
由
来
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
記
憶
に
出
会
わ
ず
し
て
パ
リ
を
歩
く
の
は
難
し
い
と
さ
え
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
威
光
な
く
し
て
皇

帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
誕
生
し
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
も
し

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
い
な
け
れ
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
推
進
し
た

パ
リ
改
造
も
な
く
、
通
り
や
駅
の
名
前
ど
こ
ろ
か
、
今
日
の
パ
リ

の
姿
そ
の
も
の
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
歴
史
学
の
範
疇
を
超
え
た
単
な
る
想
像
に
過
ぎ
な

い
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
一
万
字
で
語
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
遺
産
と
も

な
れ
ば
、
も
は
や
不
可
能
と
言
え
よ
う
。
本
稿
も
決
し
て
網
羅
的

な
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
は
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
め
ぐ
る
伝
記
は
毎

年
何
冊
も
刊
行
さ
れ
続
け
て
お
り
、
彼
が
登
場
す
る
創
作
物
は
山

ほ
ど
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
死
か
ら
二
百
周
年
に
あ
た
る
本
年
に

は
、
ま
た
多
数
の
作
品
が
こ
の
山
に
堆
く
積
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
産
は
ま
だ
ま
だ
膨
ら
ん
で
い
き
そ
う
だ
。
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収
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。
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伝記的な著作、ナポレオン時代の概況書

出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

河出書房新社 4309762364
 

図説 ナポレオン 政治と戦争
―フランスの独裁者が描
いた軌跡

松嶌明男 2000 2016

岩波書店 
〈岩波新書〉

4004317067 ナポレオン―最後の専制君
主、最初の近代政治家

杉本淑彦 840 2018

山川出版社 
〈世界史リブ
レット人〉

4634350625 ナポレオン―英雄か独裁者
か

上垣豊 800 2013

創元社 
〈「知の再発
見」双書〉

4422211442 ナポレオンの生涯―ヨー
ロッパをわが手に

ティエリー・レンツ著、福
井憲彦監修、遠藤ゆかり
訳

1600 1999

白水社〈文庫
クセジュ〉

4560058718 ナポレオンの生涯 ロジェ・デュフレス著、安
達正勝訳

品切れ 2004

世界書院 4792721114 ナポレオン―革命と戦争 本池立 品切れ 1992

講談社〈講談
社学術文庫〉

4061596597 ナポレオン―英雄の野望と
苦悩（上）

エミール・ルートヴィヒ
著、北澤真木訳

品切れ 2004

講談社〈講談
社学術文庫〉

4061596603 ナポレオン―英雄の野望と
苦悩（下）

エミール・ルートヴィヒ
著、北澤真木訳

品切れ 2004

日本評論社 4535582736 ナポレオン年代記 J. P. ベルト著、瓜生洋一／
新倉修／長谷川光一／松
嶌明男／横山謙一訳

品切れ 2001

各分野の最新の書籍（帝国、戦争、経済、宗教、地方統治、法、社会・文化）

出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

岩波書店 4000272018 ナポレオン帝国（ヨーロッパ
史入門）

ジェフリー・エリス著、杉
本淑彦／中山俊訳

品切れ 2008

白水社 4560097809 ナポレオン戦争―十八世紀
の危機から世界大戦へ

マイク・ラポート著、楠田
悠貴訳

2300 2020

多賀出版 4811574011 経済史上のフランス革命・ナ
ポレオン

服部春彦 品切れ 2009

知泉書館 4862852113 文化財の併合―フランス革
命とナポレオン

服部春彦 8000 2015

山川出版社 
〈山川歴史モ
ノグラフ〉

4634673823 礼拝の自由とナポレオン 松嶌明男 5000 2010

刀水書房 4887084681 ナポレオン時代の国家と社会
―辺境からのまなざし

藤原翔太 6900 2021

15分で読む　ナポレオン没後二百年　ブックガイド
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出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

創文社 4423731093 コード・シヴィルの200年
―法制史と民法からのま
なざし

石井三記編 品切れ 2007

中央公論新社
〈中公新書〉

4121024664 ナポレオン時代―英雄は何
を遺したか

アリステア・ホーン著、大
久保庸子訳

960 2017

ナポレオン伝説、ボナパルティスム

出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

岩波書店 4000019866 フランスの近代とボナパル
ティズム

西川長夫 品切れ 1984

中央公論新社
〈中公新書〉

4121025296 ナポレオン四代―二人のフ
ランス皇帝と悲運の後継者
たち

野村啓介 860 2019

山川出版社 4634490604 ナポレオン伝説とパリ―記
憶史への挑戦

杉本淑彦 品切れ 2002

筑摩書房 4480051981 ナポレオン伝説の形成―フ
ランス一九世紀美術のもう
一つの顔

鈴木杜幾子 品切れ 1994

ナポレオンに関する史料翻訳

出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

朝日新聞社 4022579119 ナポレオン自伝 アンドレ・マルロー編、小
宮正弘訳

品切れ 2004

岩波書店 
〈岩波文庫〉

4003343517 ナポレオン言行録 オクターヴ・オブリ編、大
塚幸男訳

品切れ 1983

潮出版社 4267017100 セント＝ヘレナ覚書 ラス・カーズ著、小宮正弘
編訳

品切れ 2006

PHP研究所 4569709727 ナポレオン大いに語る フリードリヒ・ジーブルク
編、金森誠也訳

品切れ 2009
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ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
池
袋
本
店
で
は
、
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
き
た
。

　
当
店
は
1
9
9
7
年
の
開
店
を
経
て
2
0
0
1
年
に
増
築
し
た
際
、
9
階
に
あ
っ
た
喫
茶
を
4
階
に
移
動
し
、

書
店
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
行
っ
て
い
た
。
開
始
当
初
は
お
客
様
が
10
名
に
満
た
な
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

年
が
経
つ
に
つ
れ
て
固
定
客
も
増
え
、
内
容
や
登
壇
者
に
よ
っ
て
変
動
す
る
も
の
の
、
安
定
し
て
40
名
の
満
席
状

態
に
近
い
人
数
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
書
店
イ
ベ
ン
ト
は
ま
だ
め
ず
ら

し
か
っ
た
と
思
う
が
、
海
外
で
は
多
く
の
実
施
事
例
が
既
に
あ
り
、
最
近
で
は
日
本
で
も
当
た
り
前
の
も
の
に

な
っ
た
と
思
う
。

　
20
年
か
け
て
定
着
し
て
き
た
当
店
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
先
述
の
通
り

オ
ン
ラ
イ
ン
へ
と
舵
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遠
隔
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
と
い
う
構
想
自
体
は
元
々

当
社
に
あ
っ
た
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
自
宅
か
ら
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
が
よ

り
本
格
的
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

コ
ロ
ナ
禍
で
の
書
店
イ
ベ
ン
ト

森
　

暁
子 （
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
池
袋
本
店
副
店
長
）
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オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
出
版
社
や
登
壇
者
の
協
力
を
得
て
、
当
店
で
は

2
0
2
0
年
10
月
こ
そ
3
回
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
月
5
〜
7
回
ほ
ど
。
2
0
2
1
年
3
月
も
今
の
と
こ
ろ
6

回
程
度
と
な
る
見
通
し
だ
。
先
に
元
々
構
想
が
あ
っ
た
と
書
い
た
が
、
そ
の
構
想
と
は
当
店
で
行
っ
て
い
た
オ

フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト（
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
で
き
て
か
ら
、
以
前
行
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
形
式
を
オ
フ
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
、
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
書
店
登
場
後
に
当
店
の
よ
う
な
店
を
リ
ア
ル
書
店
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う

よ
う
な
も
の
か
）を
池
袋
に
来
ら
れ
な
い
お
客
様
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
、
大
阪
本
店
に
設
置
し
た

モ
ニ
タ
ー
に
ラ
イ
ブ
配
信
を
す
る
と
い
う
も
の
。
2
0
2
0
年
1
月
に
試
験
運
用
さ
れ
、
目
途
が
立
て
ば
他
の

店
舗
に
も
導
入
し
、
全
国
に
あ
る
支
店
か
ら
池
袋
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
と
考
え
て

い
た
矢
先
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
。
あ
い
に
く
2
0
2
0
年
3
月
以
降
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
実
施
で

き
な
く
な
っ
た（
余
談
だ
が
私
も
企
画
運
営
に
加
わ
っ
て
い
た
「
信
田
さ
よ
子
書
店
」
と
い
う
当
店
で
行
っ
て
い
る
作
家
書
店
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
今
で
も
悔
や
み
に
悔
や
み
き
れ
な
い
）。
そ
の
た
め
用
意
し
た
機
材
や
、

社
内
公
募
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
っ
た
ん
留
保
と
な
っ
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
人
の
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
始
め
、
ま
ず
は
丸
善
丸
の
内
本
店
で
2
0
2
0
年
8
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
、
登
壇
者
も
参
加
者
も
す
べ
て
Z
o
o
m
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
た
め
の
サ
イ
ト
や
、
そ
の
作
成
、
宣
伝
等
々
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
方
法
が
確
立
さ
れ
て
き
た
こ

ろ
、
い
よ
い
よ
ジ
ュ
ン
ク
堂
池
袋
本
店
で
も
、
と
な
り
当
時
話
題
書
担
当
を
し
て
い
た
私
が
同
時
に
イ
ベ
ン
ト
関

係
も
本
格
的
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
丸
善
丸
の
内
本
店
と
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
池
袋
本
店
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
者
を
つ
け
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る
こ
と
で
店
舗
の
特
性
を
そ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
も
活
か
し
て
行
っ
て
い
る
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
後
の
実
施
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
、
20
年
か
け
て
積
み
重
ね
て
き
た
書
店
イ
ベ

ン
ト
の
雰
囲
気
を
絶
や
し
た
く
な
か
っ
た
し
、
少
し
で
も
お
客
様
に
リ
ア
ル
に
参
加
し
て
い
る
気
分
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
時
と
同
様
に
喫
茶
の
場
所
で

登
壇
者
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
映
像
を
Z
o
o
m
に
配
信
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
、
内
容
、
用
途
に
よ
っ
て
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に

せ
よ
書
店
に
限
ら
ず
様
々
な
と
こ
ろ
で
数
多
く
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
中
で
、
書
店
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
印
象
づ
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
だ
始
め
て
半
年
程
度
だ
が
、
今
ま
で
本
当
に
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
読
書
会
ス
タ
イ
ル
の

も
の
か
ら
、
一
般
的
な
対
談
形
式
の
も
の
、
当
店
担
当
者
の
趣
味
が
高
じ
て
行
っ
た
将
棋
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ
ベ
ン

ト
最
中
に
実
際
に
対
局
を
行
い
そ
の
様
子
を
本
物
の
棋
士
が
大
盤
解
説
を
し
た
り（
写
真
）、
実
用
書
売
場
の
将
棋

の
棚
の
前
で
中
継
を
行
い
、
そ
の
後
移
動
し
て
喫
茶
で
対
談
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
に
収
録
し
た
対
局
を
見
な
が
ら

音
声
解
説
を
す
る
、
と
い
う
さ
な
が
ら
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
か
、
と
い
う
も
の
ま
で
。
さ
ら
に
今
後
は
イ
ベ
ン
ト

中
に
料
理
を
す
る
も
の
ま
で
控
え
て
い
る
。

　
書
店
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ナ
ロ
グ
一
辺
倒（
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
重
々
承
知
だ
が
、
私
の

ま
わ
り
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
特
に
）
の
中
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
実
行
に
移
せ
て
い
る
の
は
、
機
材
関
連
の
知
識
を

持
っ
た
社
内
公
募
に
よ
る
専
任
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
お
か
げ
だ
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
担
当
に
な
っ
て
改
め
て
、
何
か
面
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白
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
た

ス
タ
ッ
フ
が
多
く
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
後
に
と
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
に
関
し
て
は
こ
ち
ら
が
万
全
で
も
視
聴
側
の
環
境

が
悪
い
と
う
ま
く
見
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ど
れ
だ
け
準
備
し
て
い
て
も
映
像
や
音
声
の
ト
ラ
ブ
ル

は
つ
き
も
の
だ
し
、
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
登

壇
者
も
お
客
様
も
そ
の
場
に
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
ん
と
な
く
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
イ
ベ

ン
ト
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
数
あ
る
動
画
の

一
つ
と
し
て
見
る
だ
け
に
な
り
が
ち
な
の
で（
チ
ャ
ッ
ト

で
の
質
問
投
稿
な
ど
は
あ
る
と
し
て
も
）
内
容
に
つ
い
て
も

シ
ビ
ア
な
目
線
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
も
そ
も
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
企
画
の
段

階
か
ら
実
施
ま
で
店
側
で
主
に
や
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
か
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
開
催
の
告
知
・

将棋のオンラインイベントの様子
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宣
伝
の
ベ
ー
ス
を
作
る
こ
と
と
、
当
日
場
所
を
設
営
し
て
登
壇
者
と
お
客
様
を
迎
え
入
れ
集
金
し
、
簡
単
な
司
会

を
行
う
く
ら
い
が
主
だ
っ
た
。
お
客
様
も
登
壇
者
に
直
接
会
っ
て
お
話
を
聞
け
る
こ
と
で
ま
ず
は
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
多
く
、
登
壇
者
も
お
客
様
の
雰
囲
気
を
見
な
が
ら
偶
発
的
に
生
ま
れ
る
も
の
の
中
か
ら
話
の
端
緒

を
つ
か
め
る
の
で
場
を
作
っ
て
い
き
や
す
い
よ
う
に
感
じ
た
。
登
壇
者
と
お
客
様
の
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
は
生
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
の
顔
が
見
え
な
い
せ
い
か
、
何
を
し
て
い
て
も
緊
張
感
が
つ
き
ま
と
う
。
特

に
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
の
数
分
の
緊
張
感
が
強
く
、
毎
回
少
し
胃
が
痛
く
な
る
。
ど
れ
だ
け
準
備
し
て
い
て
も
、
始

ま
っ
た
瞬
間
に
な
ぜ
か
映
像
が
流
れ
な
か
っ
た
り
音
声
が
出
て
い
な
か
っ
た
り
登
壇
者
同
士
の
話
題
が
弾
ま
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
と
に
か
く
速
や
か
に
対
処
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
舞
台
裏
を
見
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は

言
い
訳
の
余
地
が
な
い
。
お
客
様
に
と
っ
て
は
見
て
い
る
映
像
・
音
声
だ
け
が
す
べ
て
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
て
い
る
視
聴
側
へ
の
対
価
は
や
は
り
コ
ン
テ
ン
ツ
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
で
挽

回
し
に
く
い
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
独
特
の
緊
張
感
が
生
じ
る
理
由
だ
ろ
う
か
。
幸
い
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
し
て
も
お
客
様
側
の
理
解
と
寛
容
さ
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
が
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
の
逃
げ
場
が
な
い
感
じ
は
ま
だ
慣
れ
な
い
。

　
ま
た
、
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
場
合
は
「
場
」
を
作
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
は
「
物
」「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
作
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
の
が
大
き
な
違
い
だ
ろ
う
。
お
客
様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
「
内
容
の
構
成
が
よ
か
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
が
そ
の
証
左
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
オ
フ
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
構
成
は
必
要
な
の
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
構
成
が
よ
り
際
立
っ
て
見
え
る
。
そ
の
あ
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た
り
に
お
客
様
の
満
足
度
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
前
の
出
版
社
と
の
や
り
と
り
は
オ
フ
ラ
イ
ン

の
時
と
比
べ
て
は
る
か
に
時
間
を
か
け
て
内
容
に
も
こ
ち
ら
か
ら
提
案
す
る
な
ど
よ
り
細
か
く
慎
重
に
行
っ
て
い
る
。

　
大
変
な
こ
と
ば
か
り
書
い
て
き
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
は
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
そ
れ
を
上
回
る

く
ら
い
の
良
さ
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
そ
の
日
そ
の
場
所
に
い
な
く
て
も
イ
ベ
ン
ト
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
そ
の
最
大
の
も
の
だ
ろ
う（
イ
ベ
ン
ト
は
1
週
間
の
ア
ー
カ
イ
ブ
付
き
）。
私
自
身
も
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
家
に
い
な
が
ら
自
由
に
飲
み
食
い
し
つ
つ
参
加
で
き
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。
そ

れ
が
地
方
在
住
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
だ
ろ
う
。
参
加
者
の
割
合
は
首
都
圏
の
人
が
一
番
多
い
が
、
地
方
在
住
の

方
の
参
加
は
数
以
上
の
価
値
を
感
じ
る
。

　
課
題
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
一
番
は
告
知
方
法
だ
。
書
店
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
中
に
は
Z
o
o
m
の
使
い
方

に
慣
れ
て
い
な
い
方
も
多
い
よ
う
で
、
告
知
方
法
が
書
店
店
頭
と
S
N
S
ぐ
ら
い
し
か
な
い
た
め
、
S
N
S
に

縁
遠
い
方
に
イ
ベ
ン
ト
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
が
少
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
期
間
で
当
店
の
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
認
知
が
少
し
ず
つ
あ
が
り
、
1
回
の
イ
ベ
ン
ト
申
込
者
数
の
平
均
値
も
あ
が
っ
て
き

た
。
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
周
知
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
て
く
る
個
別
の
反
省
点
を
ふ

ま
え
、
よ
り
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
く
予
定
だ
。
一
番
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
書

籍
販
売
に
つ
な
が
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
を
核
に
、
企
画
や
告
知
か
ら
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
後
の
こ

と
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
設
計
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

森
暁
子 （
も
り
さ
と
こ
）
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私
は
7
年
前
、
い
ま
は
も
う
開
催
さ
れ
て
い
な
い
東
京
国
際

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
あ
る
会
場
内
ブ
ー
ス
に
て
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で

講
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
子
書
籍
と
ひ
と

く
ち
に
申
し
上
げ
て
も
色
々
な
す
が
た
が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
一
般
生
活
者
の
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
た
頃
か

ら
既
に
10
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
報
環
境
の
変
化

の
時
間
の
中
で
、
私
は
仕
事
と
し
て
「
電
子
図
書
館
」
と
呼
ば
れ

る
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
と
こ
と
に
ま
と
め
れ
ば
、
図
書
館
、
特
に
公
共
図
書
館
が
取

り
組
め
る
よ
う
な
電
子
書
籍
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
活
動
し
て

き
た
10
年
で
も
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
私
自
身
の
体
験

を
通
じ
て
感
じ
て
き
た
様
々
な
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
図
書
館
に

お
け
る
電
子
書
籍
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
「
図
書
館
か
ら
広
げ
る
電
子
書
籍
」
に
つ
い
て
、

7
年
の
年
月
を
経
て
改
め
て
、
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
図
書
館
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　
は
じ
め
に
、
そ
も
そ
も
「
電
子
図
書
館
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
的
に
も
色
々
に
言
わ

れ
て
き
た
枯
れ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
の

よ
う
な
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
電
子
図
書
館
に
限

定
し
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
以
降
特
段
の
断
り
が
無
い
場
合
、
私
自
身
の
所
属
す
る

D
N
P
及
び
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ

｜
図
書
館
レ
ポ
ー
ト
｜

図
書
館
か
ら
広
げ
る
電
子
書
籍

花
田
一
郎
（
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
）
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ン
タ
ー（
以
下
、
T
R
C
と
表
記
）
が
共
同
で
事
業
を
推
進
し
て
い
る

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
「LibrariE &

 TRC
-D
L

」1
＊

を
指
す
と
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　
基
本
的
に
我
々
の
よ
う
な
事
業
者
が
取
り
組
む
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
環
境
を
構
築
し
、
We
b

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
個
々
の
図
書
館（
公

共
図
書
館
や
学
校
図
書
館
）
は
こ
う
し
た
We
b
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
と

な
り
、
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
毎
に
電

子
図
書
館
We
b
サ
イ
ト
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
図
書
館
は
紙
の
資
料
と
同
様
、
必
要
に
応
じ
た
電
子
書
籍
を

購
入
し
て
蔵
書（
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
）
を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
子

図
書
館
We
b
サ
イ
ト
か
ら
電
子
書
籍
が
配
信
さ
れ
ま
す（
図
1
）。

こ
こ
へ
図
書
館
利
用
者
自
身
が
利
用
す
る
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
所
定
の
手
続
き
を
踏
む

こ
と
で
、
い
つ
で
も
電
子
書
籍
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
電
子
図
書
館
で
本
を
読
む
た
め
の
電
子
書
籍
ビ
ュ
ー
ワ
は
、
専

用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

の
と
同
じ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
作
す
る
も
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
利
用
者
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
設
定
等
の
煩
雑
な
手
間
を

図1　電子図書館Webサイトの例
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な
ぜ
電
子
図
書
館
な
の
か

　
で
は
、
ど
う
し
て
電
子
図
書
館
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
紙
の
資
料
と
は
異
な
る
電
子
書
籍
な
ら
で

は
の
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
の
読
者
に
は
釈
迦
に
説
法
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
細
か
く
見
て
い
く
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
従
来
の
紙
の
資
料
を
前
提
と
し
た
図
書
館
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
図
書
館
は
利
用
者
へ
貸
出
を
行
う
た
め
に
本
を

購
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
貸
出
と
い
う
行
為
で
す
が
、
こ
れ
は
著

作
権
法
に
規
定
さ
れ
た
権
利
制
限
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
許
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
著
作
権
者
の
権

利
と
し
て
貸
与
権
が
あ
り
ま
す（
著
作
権
法
第
二
十
六
条
の
三
）。
こ

れ
を
制
限
す
る
の
が
同
法
第
三
十
八
条
に
記
載
さ
れ
た
権
利
制
限

規
定
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
営
利
を
目
的
と
せ
ず
」「
料
金
を
受

け
な
い
」
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
図
書
館
の

活
動
を
定
め
た
図
書
館
法
で
は
、
そ
の
第
十
七
条
に
い
わ
ゆ
る

「
無
料
原
則
」
が
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
釈
す
れ
ば
、
図
書

館
が
自
由
に
本
を
貸
出
で
き
る
根
拠
と
な
る
わ
け
で
す
。

か
け
ず
に
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
普
段
利
用
し
て
い
る
デ
バ
イ

ス（
端
末
）が
そ
の
ま
ま
利
用
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
電
子
図
書
館
に
ア
ク
セ
ス
し
た
人
が
誰
で
も
好
き
な

だ
け
本
が
読
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
本
を
買
っ
て
欲
し
い
出
版

社
や
著
者
に
と
っ
て
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
正
当
な
利
用
者
の

確
認
と
し
て
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
さ
せ
て
認
証
を
求
め
、

I
D
を
入
手
す
る
た
め
に
は
事
前
に
本
人
確
認
等
を
経
た
利
用

者
登
録
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
図
書
館
が
購
入
す
る
電
子
書
籍
は

ラ
イ
セ
ン
ス
情
報（
閲
覧
・
貸
出
条
件
）が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
同
時

利
用
者
数
や
有
効
期
限
等
が
管
理
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
利
用
者
は
ま
ず
認
証
を
経
て
、
次
に
読
み
た
い
電
子
書

籍
を
見
つ
け
、
ラ
イ
セ
ン
ス
情
報
に
基
づ
い
て
「
貸
出
」
等
が

行
わ
れ
、
最
終
的
に
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
電
子
図
書
館
は
読
み
た
い
本
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
索
機
能

や
、「
貸
出
」
同
様
に
「
返
却
」・「
予
約
」
や
「
延
長
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
機
能
を
実
装
し
て
お
り
、
紙
の
資
料
を
利
用
す
る
の

と
近
し
い
感
覚
で
電
子
書
籍
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
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次
に
電
子
書
籍
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
一

般
的
な
電
子
書
籍
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
配
信（
販
売
）

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
著
作
権
法
上
の
公
衆
送
信
権
に
当
た
り

（
同
法
第
二
十
三
条
）、
権
利
制
限
規
定
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
電
子
書
籍
一
般
に
は
著
者
と
の
契
約
書
も
含
め
た
十
分
な
権
利

処
理
が
必
要
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
電
子
書
籍
の
配
信
に
は
明
示

的
な
権
利
処
理
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
販
売
や
配
信
の
条

件
設
定
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
電
子
図
書
館
で
貸
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
か
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
本
の
流
通
と
い
う
視
点
で
考
え
て
み
て
も
、
紙
の

資
料
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
書
店
か
ら
購
入
し
て
も
図
書
館
資
料

と
し
て
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
電
子
書
籍
に
関

し
て
は
電
子
書
籍
書
店
の
利
用
規
約
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
電
子
書
籍
書
店
は
原
則
個
人
向
け
を
前
提

に
利
用
規
約
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
職
員
が
経
費
で
電

子
書
籍
を
購
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
電
子
書
籍（
及
び
そ
れ
が
読

め
る
端
末
）を
図
書
館
が
貸
出
す
る
こ
と
は
、
原
則
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
図
書
館
は
電
子
書
籍
を
取
り
扱
う
こ
と
が
将
来
に

わ
た
っ
て
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
改
め
て
、
貸
出
も
想
定
し

た
図
書
館
向
け
の
配
信
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
合
致
す

る
権
利
処
理
と
い
う
の
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
も
と
も
と
図
書
館
に
本
を
販
売
し
て
い
た
T
R
C
な
ど
が

電
子
書
籍
の
潮
流
を
受
け
て
い
ち
は
や
く
制
度
的
な
検
討
を
重
ね
、

顧
客
で
あ
る
図
書
館
と
も
対
話
し
な
が
ら
た
ど
り
つ
い
た
ひ
と
つ

の
結
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
方
で
、
電
子
図
書
館
は
、
広

く
出
版
流
通
業
界
内
で
あ
ま
り
肯
定
的
な
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た

と
は
言
い
難
く
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
出
版
社
か
ら
は
、
そ
も
そ

も
の
電
子
書
籍
化
の
壁（
明
示
的
な
権
利
処
理
の
必
要
性
や
迫
ら
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
な
ど
）
と
図
書
館
配
信
の
壁（
貸
出
が
販
売
を
損

ね
な
い
か
）の
二
重
の
壁
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
ま

し
た
。
紙
の
本
の
風
合
い
こ
そ
が
図
書
館
の
よ
う
な
知
育
の
場
に

適
し
て
い
る
の
だ
と
仰
ら
れ
た
著
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
図
書
館
か
ら
も
、
あ
え
て
電
子
書
籍
に
取
り
組
ま
ず
と

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
な
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
は

新
た
な
予
算
獲
得
の
必
要
性
や
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
管
理
・
運

営
す
る
た
め
の
人
材
と
い
っ
た
、
様
々
な
リ
ソ
ー
ス
へ
の
不
安
が

見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
間
違
い
で
は

な
く
、
い
ま
出
版
流
通
の
現
場
が
置
か
れ
て
い
る
ひ
と
つ
の
側
面
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が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、
電
子
図
書
館
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
無
く
て
も
良
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
の
事
業
者
と
し
て
は
明
言
し
づ
ら
い
こ

う
し
た
問
い
に
対
し
て
は
、
世
の
中
の
変
化
が
そ
の
解
の
ヒ
ン
ト

を
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

電
子
書
籍
の
い
ま

　
さ
て
、
2
0
2
0
年
の
出
版
市
場
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
公

益
社
団
法
人
全
国
出
版
協
会
・
出
版
科
学
研
究
所
の
調
査2

＊

に
よ
る

と
、
紙
と
電
子
の
出
版
を
合
算
し
た
出
版
市
場
規
模
は
対
前
年

4
・
8
％
増
の
1
兆
6
1
6
8
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
2
年
連

続
で
プ
ラ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。
紙
と
電
子
の
内
訳
を
見
て
い

く
と
、
紙
は
マ
イ
ナ
ス
が
小
さ
く
留
ま
り（
1
％
減
）、
電
子
の
伸

長
が
続
い
て
い
ま
す（
28
％
増
）。
こ
の
こ
と
か
ら
全
体
の
電
子
占

有
率
が
2
割
を
超
え
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
電
子
コ
ミ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
ま
す
。
1
9
9
6
年
の
2
兆
6
5
6
4
億
円
を
ピ
ー

ク
に
長
く
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
出
版
市
場
は
、
電
子
書
籍
を
組
み

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
下
げ
止
ま
り
を
見
せ
、
か
つ
新
市
場
の
登

場
へ
と
向
か
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
牽
引
役
と
な
っ
た
コ
ミ
ッ
ク
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
原
稿

執
筆
時
に
発
表
さ
れ
た
前
掲
出
版
科
学
研
究
所
の
調
査
結
果
を

レ
ポ
ー
ト
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人H

O
N
.jp

に
よ
る
記
事
が

公
開3

＊

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
明
示
的
に
電
子
コ

ミ
ッ
ク
の
統
計
が
示
さ
れ
た
2
0
1
4
年
以
降
、
電
子
コ
ミ
ッ

ク
市
場
は
拡
大
傾
向
で
あ
り
、
2
0
2
0
年
は
3
4
2
0
億
円

に
ま
で
大
き
く
伸
長
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
コ
ミ
ッ
ク
市
場
全
体

も
引
き
上
げ
、
1
9
7
8
年
の
統
計
開
始
以
降
で
最
大
市
場
規

模
を
記
録
し
て
お
り
、
出
版
市
場
全
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
書

籍
は
横
ば
い
、
雑
誌
が
落
ち
込
む
中
で
、
コ
ミ
ッ
ク
の
成
長
拡
大

が
プ
ラ
ス
成
長
を
実
現
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
確
か
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要
な
ど

も
影
響
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
そ
も
そ
も
の
流
れ
と
し

て
電
子
化
は
市
場
構
成
を
大
き
く
変
え
、
一
般
生
活
者
へ
定
着
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
電
子
出
版
へ
の
取
り
組
み
は
後
退
す
る

こ
と
な
く
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
電
子

書
籍
は
直
接
売
上
に
貢
献
す
る
も
の
が
優
先
さ
れ
る
、
と
い
う
現

実
も
見
え
て
き
ま
す
。

　
も
と
も
と
出
版
と
い
う
の
は
そ
こ
で
生
ま
れ
る
本
の
多
様
性
が

魅
力
で
あ
り
、
本
の
多
様
性
が
図
書
館
の
意
義
に
も
深
く
結
び
つ
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い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
特
長
を
電
子
書
籍
時
代
に
ど
う
つ
な
い
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
実
は
、
電
子
図
書
館
の
存
在
意
義
に
も
結

び
つ
い
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
で
は
電
子
図
書
館
は
い
ま
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
1
年
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
休

館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
図
書
館
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
な

い
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
改
め
て
電
子
図
書
館
に
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
電
子
図
書
館
は
紙
の
資
料
の
置
き
換
え
で
は

な
く
、
従
来
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
い
く
こ
と
で
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
裾
野
を
広
げ
る
役
割
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ
る
電
子
図
書
館
は
、
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
物
理
的
な
活
動
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

場
合
に
有
効
性
を
発
揮
し
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
役
立
て

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
実
際
に
利
用
実
績
を
評
価
し
て
み
る
と
、
2
0
2
0
年
の
緊

急
事
態
宣
言
時
に
は
そ
の
利
用
が
前
年
同
時
期
の
4
〜
5
倍
以
上

に
著
し
く
増
加
し
ま
し
た4

＊

。
そ
し
て
解
除
後
は
徐
々
に
開
館
再
開

と
な
っ
た
の
ち
、
恒
常
的
な
利
用
が
そ
れ
以
前
と
の
比
較
で
約
3

倍
程
度
に
増
え
た
状
態
で
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
電
子
図
書
館

の
認
知
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
急
な
注
目
が
重
な
っ
た

結
果
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
生
活
者
が
知
る
こ
と
に
よ

り
し
っ
か
り
と
使
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
と
い
う
事
実
が
再

確
認
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
電
子
書
籍
が
一
般
に
定
着
し
て
い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
図
書
館

に
お
け
る
電
子
書
籍
も
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
、
市
場
性
と
し
て
の
電
子
書
籍
で
は
な
い
、
図
書
館
と

い
う
生
活
者
接
点
か
ら
期
待
さ
れ
る
電
子
書
籍
と
い
う
も
の
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
具
体
的
に
そ
れ
は
、
本
来
の
出
版
が
届

け
続
け
て
き
た
、
本
の
多
様
性
を
提
供
す
る
と
い
う
側
面
で
す
。

電
子
図
書
館
と
い
う
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

　
一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会
の
調
査5

＊

に
よ
る

と
、
2
0
2
1
年
1
月
1
日
時
点
で
全
国
の
1
4
3
自
治
体
が

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す（
図
2
）。
昨
年
の

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
気
に
導
入
が
増
加
し
、
そ
の
勢
い
は
継
続
し
て
い

ま
す
。
全
国
の
図
書
館
設
置
自
治
体
数
に
対
し
て
は
ま
だ
1
割
を
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超
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
図
書
館
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
型
サ
ー

ビ
ス
へ
の
期
待
の
高
ま
り
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
公
共
図
書
館
以
外
、
特
に
学
校
図
書
館
等
に
も
導
入
が
進
み
、

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
全
国
の
図
書
館
で
電
子
書
籍
の
導
入
が
進
む
こ
と

で
、
従
来
の
購
入
を
中
心
と
し
た
電
子
書
籍
利
用
者
以
外
の
、
図

書
館
利
用
者
と
し
て
の
読
者
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
電
子
図
書

館
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
る
こ
と
で
そ
こ
の
利
用
者
が
読
者

と
な
り
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が
実
際
に
電
子
書
籍
を
読
む
こ
と
で

利
用
実
績
が
増
大
す
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
売
れ
る
も
の
が
優
先
さ
れ
が
ち

だ
っ
た
電
子
書
籍
の
流
れ
に
、
改
め
て
本
の
多
様
性
を
思
い
出
す

機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
は
じ
め
に
紹
介
し
た

通
り
電
子
図
書
館
は
図
書
館
毎
の
We
b
サ
イ
ト
を
持
ち
、
ど
う

い
っ
た
本
を
並
べ
る
か
図
書
館
が
主
体
的
に
決
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
子
書
籍
書
店
で
は
売
れ
る
も
の
・
売
り
た
い
も
の

か
ら
順
番
に
並
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
電
子
図
書
館
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
図
書
館
が
何
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
が
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
に
は
複
数
の
本
を
特
集
と
し
て
ま
と
め
て
紹
介
で

図2　公共図書館電子図書館導入数の推移
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き
る
よ
う
な
機
能
や
お
知
ら
せ
を
掲
出
で
き
る
機
能
を
持
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
機
能
を
活
用
し
な
が
ら
、
本
の
多
様
性
に
沿
っ
た
、

様
々
な
本
と
の
出
会
い
が
演
出
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
電
子
書
籍
に
限
ら
ず
、
し
ば
し
ば
書
店
と
図
書
館
は
フ
ロ
ー
と

ス
ト
ッ
ク
と
い
う
言
葉
で
比
較
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
本
を
商
品
と

し
て
た
く
さ
ん
販
売
す
る
た
め
に
フ
ロ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機

能
す
る
書
店
と
、
本
の
多
様
性
を
訴
求
で
き
る
ス
ト
ッ
ク
の
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
す
る
図
書
館
と
い
う
比
較
で
す
。
こ
れ
は
紙

や
電
子
で
あ
る
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か

と
い
う
役
割
に
応
じ
た
違
い
で
す
。
そ
し
て
電
子
図
書
館
が
増
え

る
こ
と
は
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
の
メ
デ
ィ
ア
が
増
え
る
こ
と
と
同
義

で
あ
り
、
本
の
多
様
性
を
示
し
、
様
々
な
本
と
の
出
会
い
を
演
出

す
る
場
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
電
子
図
書
館
が
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と
し
て

本
の
多
様
性
を
示
し
、
出
会
い
の
演
出
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
は
、「
図
書
館
か
ら
広
げ
る
電

子
書
籍
」
を
実
現
す
る
ひ
と
つ
の
す
が
た
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
の
読
者
を
育
て
る

　
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
電
子
図
書
館
が
本
の
多
様
性
を
示
せ

る
の
だ
と
し
た
ら
、
図
書
館
に
と
っ
て
も
そ
の
場
は
自
ら
の
情
報

発
信
に
有
効
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
図
書
館
が
考

え
る
本
の
つ
な
が
り
や
、
本
を
紹
介
す
る
切
り
口
を
表
現
で
き
る

わ
け
で
す
。
そ
う
な
る
と
図
書
館
は
、
従
来
の
出
版
社
が
刊
行
す

る
本
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
資
料
や
、
図
書
館
や
自
治
体
が
自
ら

発
行
す
る
よ
う
な
独
自
資
料
の
よ
う
な
も
の
も
そ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
に
同
じ
よ
う
に
並
べ
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
情
報
へ
の
入
口
を

多
様
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
資
料

の
電
子
化
は
そ
れ
を
非
常
に
容
易
に
さ
せ
ま
す
。

　
実
際
に
い
ま
ま
で
も
そ
う
し
た
地
域
の
資
料
と
一
般
の
出
版
物

と
を
組
み
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
現
物
に
依
存
す
る
場
合
、
一
定
の
利
用
に
制
限
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
電
子
図
書
館
の
よ
う
に
、
場
所
も
時
間
も
自
由

な
利
用
が
可
能
な
場
合
、
そ
の
活
用
の
幅
は
と
て
も
広
が
り
ま
す
。

図
書
館
独
自
の
資
料
が
電
子
化
さ
れ
て
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
簡
便
に
す
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お
わ
り
に

　
改
め
て
今
回
、
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
図
書
館
か
ら
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
電
子
書
籍
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
て

み
て
、
や
は
り
個
々
人
が
購
入
で
き
る
電
子
書
籍
に
加
え
て
、
図

書
館
の
よ
う
な
存
在
を
経
由
す
る
こ
と
で
試
し
に
気
軽
に
で
も
読

ん
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
電
子
書
籍
が
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
の
多
様
性
を
知
り
、
よ
り
良
い
読
者
に
成

長
し
て
い
け
る
場
が
あ
る
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
取
り
組
み
ゆ
え
困
難
も
あ
り
な
が
ら
、
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
へ
取
り
組
む
必
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
で
き
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
こ
こ
に
示
し
た
以
外
に
も
様
々
な
工

夫
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
や
多
文
化
共

生
、
書
誌
情
報
や
統
計
情
報
の
充
実
と
い
っ
た
図
書
館
な
ら
で
は

の
視
点
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
紙
幅
に
限
り
も
あ
っ
て
全
部
を
ご

紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
哲
学
者
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
は
そ
の
著

書
『
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
た
め
の
道
具
』（
邦
訳
、
ち
く
ま
学

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
図
書
館
が
も
と
も
と
有
し
て
き
た
読
書
環
境
の

提
供
だ
け
で
は
な
い
、
知
的
好
奇
心
の
充
足
、
つ
ま
り
広
い
意
味

で
の
学
び
を
支
え
る
よ
う
な
役
割
の
実
現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

図
書
館
を
利
用
し
て
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
情
報
に
た
ど
り

つ
い
た
利
用
者
が
、
さ
ら
に
次
の
興
味
・
関
心
を
つ
か
む
こ
と
自

体
が
学
び
で
あ
り
、
図
書
館
は
そ
う
し
た
利
用
者
の
行
為
に
応
え

な
が
ら
地
域
毎
の
個
性
や
独
自
性
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
イ
ン
ド
の
図
書
館
学
者
ラ
ン
ガ
ナ
タ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

ま
さ
に
「
図
書
館
は
成
長
す
る
有
機
体
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
が
ス
ト
ッ
ク
の
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
し
っ
か
り
と
機
能
し
、
か
つ
電
子
書
籍
や
資
料
の
電
子
化

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
利
便
性
を
与
え
な
が
ら
利
用
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
利
用
者
の
学

び
を
支
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
体
験
を

得
た
人
た
ち
が
、
よ
り
良
い
未
来
の
読
者
に
育
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
と
想
像
し
ま
す
。
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芸
文
庫
）
で
、「
図
書
館
は
自
立
共
生
的（
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
）
な
道

具
」
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
私
な
り
の
解
釈
と
し
て
、
道
具
に

使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
道
具
を
自
由
に
自
立
的
に
使
お
う
、
と

い
う
ふ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
す
が
、
電
子
図
書
館
も
ま
さ
に
そ

う
い
っ
た
「
道
具
」
と
言
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
自
立
的
に

使
う
こ
と
が
ひ
い
て
は
そ
の
道
具
そ
の
も
の
も
良
く
し
て
い
け
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、「
図

書
館
か
ら
広
げ
る
電
子
書
籍
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

注＊
1
　https://w

w
w.trc.co.jp/solution/trcdl.htm

l

＊
2
　https://w

w
w.ajpea.or.jp/book/2-2101/index.htm

l

＊
3
　https://hon.jp/new

s/1.0/0/30684

＊
4
　https://w

w
w.trc.co.jp/inform

ation/pdf/20200616_TRC
release.

pdf

＊
5
　https://aebs.or.jp/pdf/E-library_introduction_press_release20210101.

pdf
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宗
教
学
と
い
う
も
の

　
私
は
大
学
で
宗
教
学
コ
ー
ス
に
属
し
て
い
た
。
宗
教
学
コ
ー
ス

と
い
う
名
前
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
教
学
に
関
す
る
授
業
は
二
つ
ぐ

ら
い
し
か
な
く
、
あ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
な
ど
の
宗
教
に
関

す
る
思
想
を
扱
う
授
業
だ
っ
た
。
宗
教
学
コ
ー
ス
と
言
う
か
ら
に

は
宗
教
学
を
や
る
と
思
う
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
宗
教
学
を

や
る
と
は
何
を
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
宗
教
学
に

関
す
る
二
つ
の
授
業
の
一
つ
は
そ
う
し
た
疑
問
に
つ
い
て
考
え
る

も
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
宗
教
学
に
関
す
る
授
業
と
み
な
せ
る
。
も

う
一
つ
は
宗
教
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
宗
教
哲

学
の
授
業
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
履
修
し
な
か
っ
た
の
で
よ
く
分
か

ら
な
い
。
宗
教
哲
学
と
い
う
名
前
の
授
業
だ
っ
た
の
で
、
純
粋
な

宗
教
学
の
授
業
は
一
つ
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
宗
教
学
と
い
う
も
の
の
よ
く
分
か
ら
な
さ
は
そ
も
そ
も
宗
教
と

い
う
対
象
の
分
か
ら
な
さ
と
そ
れ
を
研
究
す
る
方
法
の
分
か
ら
な

さ
の
二
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
二
つ
に
つ
い

て
書
い
て
み
る
つ
い
で
に
私
が
編
集
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
シ

リ
ー
ズ
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
に
触
れ
て
い
こ
う
。

宗
教
と
い
う
対
象

　
対
象
の
分
か
ら
な
さ
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
何
が
宗
教
な
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
を
挙
げ
て
み
ろ
と

言
わ
れ
れ
ば
、
誰
で
も
キ
リ
ス
ト
教
や
ら
仏
教
や
ら
イ
ス
ラ
ム
教

『
近
代
日
本
宗
教
史
』
と
宗
教
学

水
野
柊
平 （
春
秋
社
編
集
部
）

｜
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ
19
｜
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令
で
神
武
創
業
の
始
め
に
基
づ
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
天
皇
中
心

の
国
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
天
皇
の
絶
対
性

が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

神
道
に
は
欧
米
諸
国
に
と
っ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
同

じ
よ
う
な
役
割
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
て
大
教
宣
布
の
詔
の
も
と
、
惟か

ん

神な
が
らの

大
道
を
宣
教
師
・

教
導
職
を
通
し
て
国
民
に
教
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
神
道
教
導
職

内
で
も
神
道
神
学
が
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、
教
化
に
対
す
る
仏
教

と
の
方
針
の
相
異
等
も
あ
り
、
失
敗
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
導
職

は
廃
止
さ
れ
、
神
道
で
国
民
を
教
化
す
る
と
い
う
方
向
は
断
念
さ

れ
た
。
神
道
が
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
感
覚
の
理
由
の
一
つ
に
、

神
道
に
は
教
典
や
は
っ
き
り
し
た
教
え
が
無
い
よ
う
に
思
え
る
こ

と
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
は
っ
き
り
し
た
教
え
が
無
い
こ
と
が
日
本

に
お
け
る
政
教
分
離
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
神
道
は
教
え

で
は
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
宗
教
で
は
な
く
、
神
道
的
な
祭
祀
が
政

治
の
中
心
に
あ
っ
た
と
し
て
も
政
教
は
分
離
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
型
政
教
分
離
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
在
の
、
神
道
は
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
感
覚
は
戦
前

や
ら
と
挙
げ
て
い
け
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
は
な
ぜ
宗
教
と
ひ
と

く
く
り
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
神
を
信
仰
す
る
こ
と
が
宗
教
の

本
質
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
仏
教
は
神
の
い
な
い
宗
教
だ
と
言
わ
れ

た
り
す
る
。
神
道
に
は
神
が
い
る
が
、
神
道
は
宗
教
だ
ろ
う
か
。

　
神
道
と
宗
教
の
関
係
は
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
中
で
何
度
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
だ
。
日
本
人
は
無
宗
教
を
自
称

す
る
人
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
も
神
社
に
詣
で
た
こ
と
の
な
い
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
神
社
に
お
参
り
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、

神
道
の
信
徒
だ
と
言
え
る
と
は
思
え
な
い
し
、
そ
も
そ
も
神
道
の

教
義
や
ら
を
信
じ
て
お
参
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
無
宗

教
で
す
と
い
う
言
い
分
が
考
え
ら
れ
る
。
教
義
を
信
じ
る
こ
と
が
、

宗
教
の
条
件
か
ど
う
か
は
置
い
て
お
い
て
、
こ
の
神
道
は
宗
教
で

は
な
い
と
い
う
感
覚
は
近
代
日
本
宗
教
史
の
文
脈
を
非
常
に
よ
く

感
じ
る
例
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
は
欧
米
の
文
明
国
と
の
交
流
の
中
で
宗
教
と
い
う
概

念
が
重
要
ら
し
い
と
気
づ
い
た
。
文
明
国
で
あ
る
か
ら
に
は
信
教

の
自
由
と
政
教
分
離
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
欧
米

諸
国
の
根
底
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
息
づ
い
て
い
た
か

ら
で
も
あ
る
。
日
本
で
も
信
教
の
自
由
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
拡
大
さ
れ
て
は
困
る
。
王
政
復
古
の
大
号
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の
日
本
型
政
教
分
離
に
淵
源
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
近
代

日
本
宗
教
史
の
文
脈
で
あ
る
。
こ
の
話
は
『
近
代
日
本
宗
教
史
第

1
巻
　
維
新
の
衝
撃

―
幕
末
〜
明
治
前
期
』
で
扱
わ
れ
て
い

る
。

　
国
家
の
中
心
に
な
る
た
め
に
は
神
道
は
教
え
で
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
政
治
的
な
文
脈
を
離
れ
れ
ば
神
道
は
教

え
と
な
っ
て
内
容
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
神
道
は
教

派
神
道
と
呼
ば
れ
、
公
認
さ
れ
た
流
派
が
十
三
派
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
神
道
は
元
来
宗
教
性
を
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
意

図
す
れ
ば
、
宗
教
性
を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
宗
教
性
と
い
う
用
法
も
宗
教
は
教
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
発
想
に
基
づ
く
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
日
本
型
政
教
分
離

に
利
用
さ
れ
た
発
想
で
あ
っ
て
、
何
が
宗
教
で
あ
る
の
か
は
難
し

い
問
題
で
あ
り
、
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
も
あ
る

の
だ
。
だ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
神
道
は
宗
教
な
の
か
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
も
そ
も
宗
教
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
宗
教
と
さ
れ
る
も
の
を
扱
う
こ

と
は
、
明
治
政
府
が
政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
を
要
請
さ
れ
た
よ

う
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
分
か
ら
な
い
な
り
に
そ
れ

シリーズ『近代日本宗教史』全6巻（春秋社）
最終第6巻『模索する現代』7月刊行予定
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宗
教
学
と
い
う
手
法

　
宗
教
学
の
分
か
ら
な
さ
の
も
う
一
方
、
研
究
の
方
法
の
分
か
ら

な
さ
に
つ
い
て
書
い
て
み
る
。
宗
教
学
そ
れ
自
体
と
い
う
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
と
え
ば
宗
教
思
想
を
研
究
す
る
な
ら
文
学
や

ら
哲
学
や
ら
神
学
や
ら
仏
教
学
に
な
る
。
宗
教
と
社
会
の
繫
が
り

を
研
究
す
る
な
ら
宗
教
社
会
学
に
な
る
し
、
歴
史
を
扱
え
ば
宗
教

史
学
と
な
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
あ
る
他
の
学
問
が
宗
教
と
関
係
す

る
こ
と
で
広
義
の
宗
教
学
と
な
る
。
一
方
、
狭
義
の
宗
教
学
と
い

う
の
は
本
当
に
限
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
宗
教
と
は
何
か
と

い
う
宗
教
そ
れ
自
体
を
扱
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
宗
教
に
関
す
る

哲
学
や
宗
教
哲
学
と
呼
ば
れ
か
ね
ず
、
狭
義
の
宗
教
学
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
狭
義
の
宗
教
学
な
ど
存
在

し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　『
近
代
日
本
宗
教
史
』
で
の
宗
教
へ
の
迫
り
方
は
多
様
だ
。
政

策
や
法
律
な
ど
か
ら
政
治
的
に
迫
る
も
の
、
当
時
出
版
さ
れ
て
い

た
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
読
み
解
く

も
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
も
の
、
宗
教
家

の
テ
キ
ス
ト
か
ら
思
想
を
読
み
解
く
も
の
。
宗
教
に
迫
る
方
法
の

は
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
扱
わ
れ
方
を
研
究

す
る
こ
と
で
宗
教
と
さ
れ
る
も
の
へ
の
向
き
合
い
方
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
日
本
型
政
教
分
離
に
つ
い
て
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
政
府
の

宗
教
管
理
体
制
に
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、
一
九
〇
〇
年
に
内
務

省
社
寺
局
が
神
社
局
と
宗
教
局
に
分
け
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

一
九
一
三
年
に
は
宗
教
局
が
文
部
省
へ
移
さ
れ
、
内
務
省
に
留

ま
っ
た
神
社
局
は
一
九
四
〇
年
に
神
祇
院
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
神

社
と
そ
の
他
の
宗
教
に
分
け
ら
れ
て
、
神
社
は
特
別
扱
い
を
受
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
に
一
本
化
さ

れ
て
い
る
が
、
神
社
本
庁
の
存
在
な
ど
神
道
の
問
題
は
未
だ
に

燻
っ
て
い
る
。
少
し
前
だ
が
地
鎮
祭
や
玉
串
料
に
公
金
が
使
わ
れ

て
政
教
分
離
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も
何
が
宗
教
か
と
い
う
判
断
と
そ
の
扱
い

の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
宗
教
と
い
う
も
の
の
本
質
に
合
わ
せ

て
そ
れ
を
扱
う
と
い
う
よ
り
も
、
宗
教
を
ど
う
扱
う
か
が
そ
の
在

り
方
を
決
め
て
い
る
と
も
思
え
る
。
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
宗
教
の

扱
わ
れ
方
に
注
目
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
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多
様
さ
は
そ
れ
だ
け
宗
教
が
影
響
し
て
い
る
も
の
の
多
様
さ
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。
総
勢
九
十
名
近
く
に
の
ぼ
る
執
筆
者
は
取

り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク
も
さ
ま
ざ
ま
な
ら
、
そ
の
手
法
も
さ
ま
ざ
ま

で
魅
力
的
だ
。

ま
と
め

　
以
上
、
宗
教
学
と
い
う
も
の
の
よ
く
分
か
ら
な
さ
と
シ
リ
ー
ズ

『
近
代
日
本
宗
教
史
』
を
少
し
絡
め
て
書
い
て
み
た
。
宗
教
学
に

こ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
『
近
代
日
本
宗
教
史
』

は
近
代
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
あ
り
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
『
近
代
日
本
宗
教
史
第
3
巻
　
教

養
と
生
命

―
大
正
期
』
で
は
宗
教
か
非
宗
教
か
曖
昧
な
「
宗

教
的
な
も
の
」
が
扱
わ
れ
る
。
そ
れ
は
大
正
期
に
流
行
し
た
霊
能

や
身
体
技
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
懐
の
深
さ
が
宗
教
学
の

面
白
さ
で
あ
り
、
そ
れ
す
な
わ
ち
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
の
面
白

さ
な
の
で
あ
る
。
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本
稿
を
記
す
数
日
前
、
最
終
回
配
本
の
見
本
が
届
い
た
。
無
事

に
完
結
を
む
か
え
、
こ
う
し
た
企
画
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
読
者
の
方
々
、
シ
リ
ー
ズ
の
骨
組
み
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
企
画
編
集
委
員
の
先
生
方
、
充
実
し
た
研
究
成
果
を
余
す
こ
と

な
く
示
し
て
い
た
だ
い
た
執
筆
の
先
生
方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
つ

つ
、
簡
単
に
シ
リ
ー
ズ
の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

❖

　
わ
れ
わ
れ
現
代
の
日
本
人
は
無
宗
教
と
も
い
わ
れ
る
一
方
、

数
々
の
宗
教
的
行
事
と
も
共
存
し
て
い
る
。
私
自
身
、
信
心
の
有

無
を
問
わ
れ
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
否
定
的
な
答
え
に
な
る

と
思
う
。
し
か
し
、
身
の
回
り
に
は
、
宗
教
的
な
物
事
や
行
事
は

数
多
く
と
け
こ
ん
で
お
り
、
特
に
強
く
意
識
す
る
こ
と
な
く
共
に

あ
る
。

　
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
仏
教
・
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の

諸
宗
教
は
国
家
・
政
治
と
か
か
わ
り
、
社
会
・
文
化
に
根
ざ
し
て

い
た
実
態
が
数
多
見
出
さ
れ
る
。
宗
教
な
し
で
は
日
本
の
歴
史
は

語
り
得
な
い
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
現
在
、
日
本
の
宗
教
や
文
化
が
、
世
界
の
な
か
で
も
特

殊
で
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
言
説
は
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
な
ど
メ

デ
ィ
ア
か
ら
多
々
流
布
さ
れ
て
い
る
。
世
界
を
み
て
も
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
各
地
で
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
、
他
者
へ
の
理

解
を
阻
ん
で
い
る
。
は
た
し
て
宗
教
は
特
定
の
国
・
社
会
の
な
か

で
内
在
的
に
発
展
し
て
い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
古
今
東
西
、

人
び
と
は
は
る
か
な
道
の
り
を
旅
し
、
海
を
渡
っ
て
交
流
を
展
開

し
て
き
た
。
こ
う
し
た
交
流
が
宗
教
・
思
想
を
運
び
、
そ
れ
ぞ
れ

シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
と
人
文
学

石
津
輝
真 （
吉
川
弘
文
館
編
集
部
）

｜
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ
20
｜
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の
地
で
融
合
す
る
こ
と
で
あ
ら
た
な
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
。

　
日
本
社
会
の
な
か
で
宗
教
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
は
今
ま
で

も
論
じ
ら
れ
て
は
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
史
研
究
は
そ
れ
ぞ

れ
の
教
派
・
教
団
・
宗
派
を
対
象
と
し
て
個
別
に
す
す
め
が
ち
で
、

総
合
的
な
日
本
宗
教
史
像
を
構
築
す
る
機
運
に
な
り
に
く
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
近
年
は
豊
か
な
研
究
成
果
が
数
多
く

蓄
積
さ
れ
、
大
き
な
枠
組
み
で
宗
教
史
を
構
想
す
る
土
壌
が
で
き

つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
情
勢
に
鑑
み
、
本
シ

リ
ー
ズ
は
日
本
宗
教
史
の
視
座
か
ら
日
本
の
社
会
と
文
化
、
さ
ら

に
は
世
界
の
な
か
の
日
本
の
位
置
を
あ
ら
た
め
て
考
え
よ
う
と
し

て
企
画
さ
れ
た
。

❖

　
本
シ
リ
ー
ズ
は
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
編
成
さ
れ
た
。

ま
ず
、
古
代
か
ら
近
現
代
と
い
う
長
い
時
間
軸
を
設
定
し
、
そ
の

な
か
で
宗
教
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
い
か
な
る
特
質
を

も
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
変
遷
あ
る
い
は
継
続
し
て
い
く
様
相
を

探
る
こ
と
と
し
た
。

　
つ
ぎ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
世
界
の
歴
史
・
文
化
の
な
か
で
日

本
宗
教
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
・
儒
教
の
よ
う
な
世
界
的
宗

教
と
の
比
較
や
、
文
化
交
流
史
の
視
座
か
ら
日
本
の
宗
教
文
化
の

醸
成
さ
れ
た
背
景
を
、
広
い
視
点
か
ら
見
直
し
た
。

　
大
き
な
宗
教
の
動
き
も
大
事
だ
が
、
実
際
に
列
島
社
会
に
生
き

た
人
び
と
の
信
仰
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
見
落
と
せ
な

い
観
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
、
人
び
と
が
い
か
に
し
て

死
に
向
き
合
い
、
何
を
信
じ
た
の
か
、
奥
深
い
信
仰
世
界
に
分
け

入
る
。

　
で
は
、
そ
も
そ
も
「
宗
教
史
」
は
い
か
に
し
て
形
作
ら
れ
、
現

代
に
あ
る
の
か
。
近
代
以
降
の
研
究
の
流
れ
を
検
証
し
、
現
在
も

重
き
を
お
か
れ
る
学
説
が
成
立
し
た
背
景
を
追
究
し
た
。
近
代
国

家
の
展
開
と
宗
教
史
の
か
か
わ
り
を
お
さ
え
て
、
今
後
の
日
本
宗

教
史
の
行
く
末
を
探
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
が
、
宗
教
を
基
軸
に
日
本
の

歴
史
・
文
化
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
試
み
は
全
巻
通
底

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た
試
み
を
通
し
て
あ
た
ら
し
い

人
文
学
の
あ
り
方
を
構
想
し
た
。❖
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本
シ
リ
ー
ズ
は
、
伊
藤
聡
・
上
島
享
・
佐
藤
文
子
・
吉
田
一
彦

の
四
名
の
先
生
が
企
画
編
集
委
員
と
な
り
、
先
に
あ
げ
た
意
識
の

も
と
で
、
巻
構
成
、
テ
ー
マ
お
よ
び
執
筆
者
の
選
定
に
あ
た
っ
た
。

何
度
も
編
集
会
議
を
行
い
、
す
ぐ
れ
た
力
量
を
も
つ
多
く
の
研
究

者
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
編
成
は
以
下
の
通
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
十
本
ほ
ど
の
論
考
を
収
め
て
い
る
。
具
体
的
に

紹
介
し
て
み
た
い
。

シリーズ『日本宗教史』全6巻（吉川弘文館）

第
1
巻
　
吉
田
一
彦
・
上
島
享
編

　
　
　
　『
日
本
宗
教
史
を
問
い
直
す
』

第
2
巻
　
上
島
享
・
吉
田
一
彦
編

　
　
　
　『
世
界
の
な
か
の
日
本
宗
教
』

第
3
巻
　
伊
藤
聡
・
吉
田
一
彦
編

　
　
　
　『
宗
教
の
融
合
と
分
離
・
衝
突
』

第
4
巻
　
佐
藤
文
子
・
上
島
享
編

　
　
　
　『
宗
教
の
受
容
と
交
流
』

第
5
巻
　
伊
藤
聡
・
佐
藤
文
子
編

　
　
　
　『
日
本
宗
教
の
信
仰
世
界
』

第
6
巻
　
佐
藤
文
子
・
吉
田
一
彦
編

　
　
　
　『
日
本
宗
教
史
研
究
の
軌
跡
』

　
第
1
巻
は
通
史
的
な
論
考
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
み
た
日

本
宗
教
史
研
究
の
論
考
を
配
置
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
総
説
に
相
当
す

る
巻
で
あ
る
。
通
史
的
な
論
述
を
お
く
こ
と
で
、
古
代
か
ら
近
現

代
の
歴
史
的
展
開
を
縦
軸
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
2
〜
6
巻
に
お
い
て
、
無
数
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ

た
各
テ
ー
マ
の
横
軸
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
総
合
的
に
日
本

宗
教
の
実
像
、
そ
し
て
多
様
性
を
捉
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
交
流
史
・
美
術
史
・
文
学
・
建
築
史
・
民
俗
学
・
文
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の
な
か
で
宗
教
を
み
て
い
く
必
要
性
は
こ
こ
に
も
見
出
さ
れ
る
。

　
で
は
、
市
井
の
人
び
と
は
宗
教
に
何
を
求
め
、
信
じ
た
の
か
。

第
5
巻
で
は
、
人
び
と
の
実
際
の
信
仰
を
基
軸
と
し
て
み
て
い
く
。

現
世
に
お
け
る
営
み
の
な
か
で
の
信
仰
の
実
態
と
そ
の
主
体
、
ま

た
死
者
と
冥
界
に
対
し
て
い
か
な
る
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
を

論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
誰
も
が
迎
え
る
死
を
い
か
に
考
え
る
か
、

本
巻
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
と
思
う
。

　
近
代
日
本
の
成
立
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
を
創
出
し
、
展
開
さ

せ
て
い
っ
た
。
第
6
巻
で
は
人
文
学
の
な
か
で
宗
教
史
を
め
ぐ
る

学
問
が
い
か
に
成
立
し
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
歩
み
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
検
証
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
文
学
の

再
構
築
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
意
図
で
あ
っ
た
。

　
み
て
き
た
よ
う
に
日
本
宗
教
史
は
人
文
学
各
分
野
を
つ
な
ぎ
、

総
合
化
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
社
会
に

対
し
て
も
少
な
く
な
い
意
義
を
も
つ
と
思
う
し
、
人
文
知
が
社
会

の
な
か
で
有
意
義
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。
本
シ
リ
ー

ズ
は
そ
の
た
め
の
試
金
石
で
も
あ
る
。

❖

　
内
容
の
紹
介
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
幅
広
い
分
野
か
ら
の
人

学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
宗
教
史
へ
の
視
座
を
論
じ
て
い
た

だ
い
た
。

　
つ
づ
く
第
2
巻
で
は
世
界
の
な
か
で
の
日
本
宗
教
の
位
置
づ
け

を
問
う
構
成
と
な
る
。
日
本
宗
教
と
世
界
の
関
係
に
く
わ
え
、
日

本
も
そ
の
一
員
で
あ
る
ア
ジ
ア
世
界
の
宗
教
・
文
化
・
思
想
と
の

か
か
わ
り
合
い
を
特
に
掘
り
下
げ
た
。

　
宗
教
と
い
う
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
棲
み
分
け
て
い
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
宗
教
が
融
合
し
、
あ
る
い
は
離
れ
、

ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
3
巻
で
は
古
代
か
ら
近
現
代

ま
で
の
宗
教
間
の
融
合
と
そ
れ
に
と
も
な
う
葛
藤
に
焦
点
を
絞
る
。

神
仏
習
合
や
排
仏
論
な
ど
具
体
的
な
事
例
か
ら
見
出
さ
れ
る
知
見

は
、
重
層
的
な
日
本
宗
教
の
実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
飛
鳥
時
代
、
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
伝
来
は
一
度
き
り
で
は
な
く
各
時
代
を
通
し
て
波
状
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
流
入
し
た
。
こ
う
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
宗

教
と
思
想
が
い
か
に
列
島
社
会
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
定
着

し
て
い
っ
た
の
か
を
第
4
巻
で
取
り
上
げ
た
。
仏
教
・
儒
教
・
キ

リ
ス
ト
教
や
道
教
な
ど
、
各
時
代
に
お
い
て
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
が
日
本
社
会
の
歴
史
の
な
か
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
の
も
と
に
今
の
日
本
社
会
が
あ
り
、
歴
史
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選
に
つ
い
て
は
述
べ
た
が
、
執
筆
者
の
方
々
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ

れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
企
画
を
進
行
し
て
い
く
な
か
で
、
私
が
企

画
編
集
委
員
に
依
頼
し
た
こ
と
の
一
つ
は
若
手
を
登
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
点
だ
っ
た
。
執
筆
い
た
だ
い
た
方
々
は
大
家
・
ベ
テ
ラ

ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
方
や
、
中
堅
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
が
多
い
。

当
初
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
う
い
っ
た
方
々
で
占
め
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
り
、
そ
れ
は
意
味
あ
る
こ
と
だ
が
、
今
後
、
こ
の
分
野
に
お
い

て
議
論
を
引
き
継
ぎ
、
活
発
化
さ
せ
る
に
は
、
や
は
り
比
較
的
若

い
方
に
意
欲
的
な
論
考
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
企
画
編
集
委
員
の
先
生
方
に
は
感

謝
し
た
い
し
、
ま
た
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
で
は
な
い
な

か
で
も
、
力
を
入
れ
て
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
若
手
の
研
究
者
に

も
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
シ
リ
ー
ズ
へ
の
執
筆
が
、
い
っ
そ

う
の
飛
躍
に
な
れ
ば
と
願
う
。

　
ま
た
、
本
来
、
執
筆
し
て
い
た
だ
く
予
定
を
し
て
い
た
が
、
冥

界
に
旅
立
た
れ
た
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
、
じ
つ
に
残
念

で
あ
っ
た
。
お
元
気
に
ご
執
筆
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
厚
み
の
あ

る
内
容
を
お
届
け
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

❖

　
本
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
七
月
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
渦
中
で
あ
り
、
誰
も
が
不
安
を
か

か
え
た
日
々
で
あ
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
製
作
を
進

め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
執
筆
の
方
々
の
協
力
、
そ
し
て
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
数
々
の
書
店
も
あ
っ
て
世
に
お
送
り
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
人
文
書
は
社
会
が
か
か
え
る
問
題
の
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
で
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
遅
効
性
の
あ
る
薬
も
あ
る
よ
う
に
、

本
シ
リ
ー
ズ
も
静
か
に
薬
効
と
な
れ
ば
幸
い
に
思
う
。

本
号
で
は
、「
日
本
の
宗
教
史
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
二
つ
の
会
員
社
の
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
き
に

「
無
宗
教
」
と
言
わ
れ
る
日
本
人
の
宗
教
観
を
考
え
る
上
で
も
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
リ
ー
ズ
の
書
籍
を
手
に
取
っ
て
み
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
編
集
部
）
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教養の書

背表紙の社会学

命を危険にさらして

高校生のための  人物に学ぶ日本の思想史

思考力改善ドリル

感情の哲学入門講義

リベラルなイスラーム  自分らしくある宗教講義

禅ってなんだろう？

これならわかる  戦争の歴史Q&A

古文書を学ぶ  市川海老蔵の証文から

日本史「今日は何の日」事典

恋する日本史

ダーウィンが愛した犬たち

ハリエット・タブマン

王女物語

旧国名でみる日本地図帳

ワイルドサイドをほっつき歩け  ハマータウンのおっさんたち

フランス語っぽい日々

ポストコロナ期を生きるきみたちへ

ファシズムの教室

ポケットブック  影響力の武器

「役に立たない」科学が役に立つ

化学の魅力Ⅲ

高校生からの天文学  驚異の太陽

精神医学の近現代史

新版  14歳からの精神医学

セルフケアの道具箱  ストレスと上手につきあう100のワーク

ひと目でわかる地球環境のしくみとはたらき図鑑

ギフトエコノミー

シンプルなクローゼットが地球を救う

日本のお弁当文化

〈メイド・イン・ジャパン〉の食文化史

どっちの勝ち？

1964年の東京パラリンピック

女の答えはピッチにある

大学１年生の君が、はじめてレポートを書くまで。

理想のリスニング

野の古典
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慶應義塾大学出版会

慶應義塾大学出版会

平凡社

大月書店

御茶の水書房

吉川弘文館

吉川弘文館

勁草書房

法政大学出版局

みすず書房

平凡社

筑摩書房

白水社

晶文社

大月書店

誠信書房

東京大学出版会

御茶の水書房

日本評論社

誠信書房

日本評論社

晶文社

創元社

青土社

春秋社

法政大学出版局

春秋社

みすず書房

紀伊國屋書店

白水社

ミネルヴァ書房

東京大学出版会

紀伊國屋書店

冊  数NO 書  名ISBN 本体価 出版社 大月書店　御茶の水書房　紀伊國屋書店　慶應義塾大学出版会　勁草書房　春秋社

晶文社　誠信書房　青土社　創元社　筑摩書房　東京大学出版会　日本評論社

白水社　平凡社　法政大学出版局　みすず書房　ミネルヴァ書房　吉川弘文館

教養とはそもそも何か。なぜ大切なの
か。学び生きるうえで大切なすべてを
伝える入門講義。

戸田山和久 著
978-4-480-84320-3
本体1,800円＋税／四六判／416頁
2020年刊／筑摩書房

01. 教養の書 NDC
002

すべての本には意味がある。詩人で社

会学者でもある著者が、忘れていた希

望や理想を取り戻すためのヒントを探

す本を紹介する。

水無田気流 著

978-4-7917-7324-4
本体1,800円＋税／四六判／254頁
2020年刊／青土社

02. 背表紙の社会学
NDC
019

日本を代表する碩学が語るこれから
の将来を担う高校生に届ける講座。

佐伯啓思 編著／公益財団法人国際
高等研究所、高橋義人 監修
978-4-623-09034-1
本体2,400円＋税／四六判／232頁
2020年刊／ミネルヴァ書房

04. 高校生のための
人物に学ぶ日本の思想史

NDC
121

男性のみの戦場ルポの世界に飛び込

んだ、世代も経歴も異なる5人のフラ

ンス人女性戦場ジャーナリストが綴

る、真摯なエッセイ集。

マリーヌ・ジャックマン、アンヌ・バリ
エール他 著／遠藤ゆかり 訳

978-4-422-36012-6
本体1,800円＋税／四六判／200頁
2020年刊／創元社

03. 命を危険にさらして NDC
070

クイズ感覚で問題を解いてクリティカ
ル・シンキングの力を養い、科学リテ
ラシーがぐんぐん身につく。考える力
を磨く実践の書。

植原 亮 著
978-4-326-10285-3
本体2,000円＋税／A5判／216頁
2020年刊／勁草書房

05. 思考力改善ドリル NDC
141

感情と理性は対立する？  ロボットは

感情をもてる？  「感情」にまつわる疑

問に答える、哲学初心者にむけて書か

れた入門書。

源河 亨 著

978-4-7664-2719-6
本体2,000円＋税／四六判／240頁
2021年刊／慶應義塾大学出版会

06. 感情の哲学入門講義 NDC
141

働く人々の携行食から、観劇のお供

の幕の内、名産品を活かした駅弁、松

花堂や現代のキャラ弁まで、庶民の活

力源であったお弁当の歴史。

権代美重子 著

978-4-588-30052-3
本体2,200円＋税／四六判／252頁
2020年刊／法政大学出版局

31. 日本のお弁当文化 NDC
596

東洋初の国際障害者スポーツ大会の

開催に尽力した医師の奮闘と、戦後

の障害者をめぐる社会を描いたノン

フィクション。

佐藤次郎 著

978-4-314-01172-3
本体1,800円＋税／四六判／240頁
2020年刊／紀伊國屋書店

34. 1964年の東京パラリンピック NDC
780

英語の運動感覚を身につけよう！　
「聞く」を通して、英語力の基礎をつく
るための考え方や練習法を解説。ひと
味違う英語本。

阿部公彦 著
978-4-13-083081-2
本体2,300円＋税／A5判／228頁
2020年刊／東京大学出版会

37. 理想のリスニング NDC
831

「国産」礼賛はどこから来た？地産地
消ブームから貿易政策まで、“メイド・
イン・ジャパン”の本質を食文化研究
家が徹底検証。

畑中三応子 著
978-4-393-75125-1
本体2,000円＋税／四六判／240頁
2020年刊／春秋社

32. 〈メイド・イン・ジャパン〉の
食文化史

NDC
611

矛盾だらけの世界で生きぬくために
必要な知恵は？米国初のノーベル賞
受賞黒人女性作家による現代社会の

「イソップ物語」絵本。

トニ・モリソン、スレイド・モリソン 著
978-4-622-08800-4
本体3,000円＋税／A4変型判／104頁
2020年刊／みすず書房

33. どっちの勝ち？ NDC
726

サッカー初心者の著者が地元の女子

チームに入団し、男女の偏見を乗り越

え、連帯する大切さを学び成長する、

抱腹絶倒の体験記。

キム・ホンビ 著

978-4-560-09777-9
本体2,000円＋税／四六判／268頁
2020年刊／白水社

35. 女の答えはピッチにある NDC
789

ノートの取り方、図書館の使い方、ネッ
トの読み方、意見の立て方…大学生に
なったけど「どう勉強すればいいの」
に答える。

川崎昌平 著
978-4-623-08889-8
本体1,400円＋税／A5判／168頁
2020年刊／ミネルヴァ書房

36. 大学１年生の君が、
はじめてレポートを書くまで。

NDC
816

古典には立派なことばかり書いてある

わけではない。煩悩、邪心など教科書

に載らない人間の真の姿を、能楽界

の奇才が語る。

安田 登 著

978-4-314-01180-8
本体1,800円＋税／四六判／400頁
2020年刊／紀伊國屋書店

38. 野の古典
NDC
910
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国際社会が目指す
「本当の」SDGs
「誰一人取り残さない」とは

特別寄稿

井筒 節

人文図書3分野の基本図書および最新刊を網羅した年度版の図書目録です。
●人文図書目録刊行会発行　A5判・平均200頁　頒価本体（各）286円

目録のご案内

＊ご注文は書店にお願いいたします。

●人文会 〒113-0033　東京都文京区本郷2-20-7（みすず書房内）
●人文図書目録刊行会 〒162-8710　東京都新宿区東五軒町6-24（トーハンビル内）
 TEL　03-3266-9521（事務局）

◆哲学・思想図書総目録2021−2022年版
1446点（106社）収載
特別寄稿：重田園江「ポストモダンの後、それから……」
〔掲載分野〕哲学・思想一般／倫理学・人生論／美学／日本の
哲学・思想／アジアの哲学・思想／中近東・中南米・アフリ
カの哲学・思想／西洋哲学・思想／現代哲学・思想／宗教
一般／宗教学／その他の宗教／哲学・思想関連雑誌
ISBN978-4-915268-49-6

◆心理図書総目録2021−2022年版
2352点（95社）収載
〔掲載分野〕心理総論／基礎心理／発達心理／教育心理／臨
床心理／精神分析／精神医学／社会心理／その他の心理／
心理関連雑誌

ISBN978-4-915268-50-2

◆社会図書総目録2021−2022年版
2183点（123社）収載
〔掲載分野〕社会一般／社会学理論／家族社会／地域社会／
産業労働／福祉・教育／社会心理・マスコミ／社会問題／
文化文明論／文化人類学／民俗学／神話・民話／社会関連
雑誌

ISBN978-4-915268-51-9



『人文会ニュース』バックナンバー公開のお知らせ

　1973年6月に第1号を発行した『人文
会ニュース』も既に100号を超えて久し
く、読者の方からは過去の記事を読みた
いという希望が寄せられることも多くな
りました。
　また会員社の移り変わりもあり、人文
会として保存をしておく必要性も高まり、
本会創立50周年の事業としてバックナ
ンバーのデジタル化に取り組みました。
このたび一般に向けて公開することにな
りましたので、是非ご利用いただければ
幸いです。人文会ウェブサイト、または
下記のURLから閲覧ください。

大阪市中央区淡路町4-3-6 
TEL06-6231-9010 Fax06-6233-3111

千代田区神田神保町1-2 TEL03-6811-0662 

創元社

URL　http://jinbunkai.com/contents/backnumber/



データカンプ
○Adobe Illustrator CC eps 形式で保存
○文字すべてアウトライン済
○画像すべて埋込済

人文会ニュース137_0315_80x50_校了ol.pdf   1   2021/03/22   10:16



 

傳田健三 著　なぜ大人になるまで障害は見落
とされてきたのだろうか？大人の発達障害に
悩む患者の実態と特徴、適切な診断と対応―
心理教育、二次障害の治療、薬物・精神療法、
リハビリテーション―の全てを網羅。 2640 円

ガ ブ リ エ ル・ Ａ・ ラ ド ヴ ァ ン ス キ ー 著　
川﨑惠里子 監訳　基礎研究と理論から、日常
生活での応用的側面まで記憶研究の基本ト
ピックを幅広くカバー。この一冊で医学、法学、
教育学等関連分野でも活用できる。 9900 円

診断、治療、そして認知機能リハビリテーションへ

基礎と応用

日本心理療法統合学会 監修 杉原保史・福島哲夫 編
学会の設立メンバーによる書き下ろし。日本の
これからの心理療法の統合のあり方を示す決定
版。最新理論もトピックスにて提示。  3960 円
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